一九二四年『よーく・あんとわーぷ』規則 by 藤田 斎逸
一
九
二
四
年
『
よ
ー
く
あ
ん
と
わ
ー
ぷ
』
規
則
藤
田
齋
逸
規
則
成
立
の
經
過
共
同
海
損
に
関
す
る
各
国
の
法
律
慣
習
が
温
々
た
る
が
虜
に
生
す
る
賓
際
上
の
不
便
は
一
八
九
〇
年
「
よ
ー
く
・
あ
ん
と
わ
ー
ぷ
規
則
が
成
立
し
普
ね
く
各
国
営
業
者
の
問
に
採
用
せ
ら
れ
た
る
事
に
由
り
著
し
く
鐙
和
せ
ら
れ
た
る
が
元
来
同
規
則
は
直
接
各
国
海
損
法
を
統
一
せ
ん
だ
す
る
常
初
の
企
国
が
其
質
現
の
極
め
て
困
難
な
る
革
質
に
想
到
し
間
接
な
る
も
速
か
に
賓
数
を
収
む
る
の
易
き
に
郎
き
営
業
者
の
任
意
の
採
用
を
期
し
て
共
同
海
損
の
最
主
監
な
る
具
倍
的
の
場
合
に
封
す
る
取
扱
を
「
足
せ
し
む
る
潜
め
所
謂
安
静
温
則
（
R
u
訂
S
．
O
r
P
r
a
c
n
c
e
）
を
設
け
た
る
に
止
ま
る
。
企
て
其
各
保
が
明
足
せ
ざ
る
場
合
又
は
問
題
に
付
て
は
依
然
異
な
れ
る
各
国
の
法
律
慣
習
に
依
り
決
定
せ
ら
る
ゝ
を
要
す
る
も
の
ど
す
。
而
し
て
複
雑
な
る
共
同
海
損
を
律
す
る
上
に
於
で
伸
縮
性
を
快
く
賓
務
規
則
の
み
を
以
て
し
て
不
充
分
た
る
を
免
れ
ざ
る
は
国
よ
り
其
所
に
し
て
右
「
よ
ー
く
・
あ
ん
ど
わ
ー
ぷ
」
規
則
の
各
規
一
九
二
四
年
『
よ
ー
く
・
あ
ん
ま
わ
ー
ぷ
』
規
則
五
五
商
業
さ
経
済
五
六
定
に
付
て
観
る
も
各
閣
法
の
補
充
を
要
す
る
黙
甚
だ
砂
じ
ご
せ
子
、
加
之
・
近
世
造
船
術
及
び
航
海
術
の
駿
々
た
る
進
歩
に
較
が
ふ
る
時
は
共
同
海
損
ケ
生
子
ぺ
き
各
個
の
場
令
を
議
想
し
て
満
足
な
る
貫
務
規
則
を
設
く
る
が
如
き
は
所
詮
不
可
能
の
事
に
属
す
る
も
の
さ
謂
は
唱
さ
る
べ
か
ら
十
。
故
に
共
同
海
損
取
扱
の
図
際
的
統
一
は
根
本
原
則
(
司
o
c
E
P
2
8
s
F
5室
。
)
に
関
す
る
規
定
の
設
定
に
及
ぶ
に
非
輔
さ
れ
ば
到
底
不
充
分
不
徹
底
た
る
を
免
れ
ま
る
は
明
白
な
り
。
ロ
疋
を
以
て
共
同
海
損
取
扱
の
図
際
的
統
一
を
岡
ら
ん
さ
す
る
の
運
動
は
「
よ
I
〈
・
あ
ん
さ
わ
ー
さ
規
則
の
成
立
及
び
採
用
に
拘
ら
や
J
依
然
継
続
せ
ら
れ
た
る
が
一
九
一
O
年
図
際
法
協
舎
の
倫
敦
曾
議
に
於
て
は
委
員
を
設
け
て
主
要
因
現
行
海
損
法
の
調
査
を
怨
き
し
む
る
こ
さ
を
議
決
し
、
一
九
一
二
年
の
巴
里
合
議
は
右
委
員
の
調
査
報
告
じ
基
き
共
同
海
損
に
関
す
る
図
際
注
案
(
〉
〈
山
口
門
司
立
の
け
仏
g
F
o
貯
)
を
得
る
A
A
め
起
草
委
員
を
設
け
た
り
。
而
し
て
該
法
案
は
英
図
の
国・の・
ロ
ozp口
氏
主
ご
し
て
起
草
の
任
に
街
b
原
案
を
翌
一
九
一
三
年
の
(
ま
ぎ
b
つ
1
1
」
」
舎
議
に
附
し
討
議
し
た
る
結
果
般
に
採
用
せ
ら
れ
更
に
各
国
蛍
業
者
の
意
見
を
徴
し
た
る
上
一
九
一
四
年
九
月
開
催
の
海
牙
合
議
に
於
て
確
定
案
を
得
る
の
珠
定
な
り
し
が
欧
洲
大
戦
勃
畿
の
匁
め
同
曾
議
は
無
期
延
期
ご
な
り
園
際
法
案
の
成
立
運
動
は
蕊
に
一
頓
挫
を
来
し
た
る
も
の
な
り
ご
す
。
戦
後
に
於
て
も
海
損
注
統
一
の
問
題
は
引
殺
さ
考
究
せ
ら
れ
た
る
が
税
近
海
注
に
闘
す
る
各
稜
の
図
際
法
案
が
議
了
せ
ら
る
〉
の
形
勢
に
促
が
さ
れ
本
問
題
解
決
の
機
運
愈
々
熟
す
る
に
到
れ
b
。
只
従
来
共
同
海
損
取
扱
の
図
際
的
統
一
を
国
る
に
は
直
接
立
法
の
手
段
を
選
び
(
よ
I
く
・
あ
ん
芯
わ
I
ぷ
」
規
則
訟
弛
協
し
去
ら
ん
ご
す
る
の
議
に
濁
し
て
は
異
論
争
-
指
む
も
の
鮮
な
か
ら
g
b
し
が
殊
に
近
時
に
於
け
る
一
般
世
論
は
(
よ
I
〈
・
あ
ん
さ
わ
ー
さ
規
則
に
謝
す
る
愛
情
の
念
よ
b
も
復
た
直
接
立
訟
の
手
段
に
訴
ふ
る
の
労
多
く
し
て
功
少
な
き
貼
よ
b
も
寧
ろ
現
行
(
よ
I
く
・
あ
ん
芝
わ
1
ぷ
」
規
則
が
己
に
時
代
の
進
歩
に
件
は
し
な
る
匁
め
修
正
の
必
要
に
迫
ら
れ
居
る
を
機
さ
し
之
に
遁
蛍
の
修
正
補
充
を
結
局
す
さ
共
に
共
同
一
海
損
の
原
則
に
閲
す
る
規
定
を
附
加
し
て
具
睦
的
の
場
A
W
に
劃
す
る
質
務
規
則
が
規
定
せ
ゴ
る
場
合
又
は
問
題
に
通
用
し
得
せ
し
む
る
こ
さ
〉
し
蛍
事
者
間
の
特
約
を
以
て
之
を
任
意
に
採
用
せ
し
む
る
従
来
の
慣
行
に
依
b
統
一
の
貨
を
塞
ぐ
る
の
趨
切
な
る
に
如
か
ま
る
こ
さ
を
強
調
す
る
に
傾
け
b
o
乃
ち
一
九
二
四
年
一
月
倫
敦
に
於
け
る
図
際
法
協
舎
の
共
同
海
損
委
員
(
の
g
o
s
-
-〉
5
3
m
o
p
s
E一
号
。
)
の
合
令
に
於
て
は
共
同
海
損
取
扱
上
の
差
異
を
除
去
す
る
じ
付
て
は
利
害
関
係
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
で
わ
l
ぷ
」
規
則
五
七
商
業
主
経
済
五
入
を
有
す
る
蛍
業
者
が
相
協
力
し
て
現
行
(
よ
I
〈
エ
の
ん
芯
わ
ー
さ
規
則
に
修
正
補
充
を
危
し
並
に
各
図
海
損
訟
に
共
通
な
る
原
則
規
定
を
調
査
設
定
す
る
ケ
要
す
る
旨
密
議
決
し
同
二
月
倫
敦
に
於
け
る
英
図
海
運
合
議
所
(
叶
F
O
(い
g
s
t
q
o「
忠
一
宅
宮
内
o
ご
r
o
d
D一円。仏関一口問仏
O
B
)
の
定
時
総
合
は
共
同
海
損
取
扱
の
図
際
的
統
一
を
困
る
の
可
否
並
に
能
否
を
調
査
す
る
忽
め
図
際
治
協
合
及
び
精
算
人
協
合
さ
の
協
力
を
要
す
ぺ
き
旨
の
決
議
を
怨
し
、
超
え
て
五
月
倫
J
或
に
閲
か
れ
た
る
図
際
船
主
食
議
(
己
o
r
s・5
止。
5
-
m
r
f立
ロ
刊
の
S
F
5
5
0
)
は
共
同
海
損
の
規
定
及
び
一
貫
務
ゃ
ニ
居
図
際
的
に
統
一
せ
し
む
る
に
付
て
は
現
行
「
よ
I
〈
・
あ
ん
さ
わ
I
ぷ
」
規
則
に
通
蛍
の
改
正
を
加
ふ
る
さ
共
に
原
則
を
一
般
的
に
表
示
す
る
規
定
を
之
に
合
ま
し
む
る
を
最
善
ご
す
る
趣
旨
の
決
議
を
可
決
せ
り
。
是
よ
b
先
、
英
図
精
算
人
協
合
(
〉
g
oの一色
OHHO「
〉
5
2
m
o
〉
ふ
5
R
E
)
は
図
際
法
協
合
の
求
め
に
よ
b
一
九
二
三
年
特
別
委
員
営
選
定
し
て
再
び
「
ま
ざ
b
つ
ピ
」
治
案
た
る
所
謂
ロ
門
戸
沖
H
ロ門
qDMH己
ORF]
の
O(]05]丘
一
口
問
件
。
の
ODos-
〉
2
5
m
o
(
日
ω
ロ
OL
己主
R
F
o
g
p
o
円一々
o
ご
ro
〉
ωωOの
町
民
ODrV1
のO
ロぐ
8
2
。
円
匹
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(
リ
。
B
E一
円
門
。
♂
冨
吋
・
同
・
(
U
・
り
o巧
(
E
F
H
U
H
ム
)
の
考
究
を
谷
村
き
し
め
つ
1
A
あ
り
た
る
が
同
委
員
は
一
九
二
四
年
に
入
b
前
逃
せ
る
如
き
世
論
の
趨
向
に
鑑
み
現
行
「
よ
1
〈
・
あ
ん
三
わ
ー
さ
規
則
の
修
正
及
び
追
加
規
則
の
立
案
に
着
手
し
同
年
四
月
之
を
完
成
せ
b
o
又
図
際
法
協
舎
の
偽
図
委
員
舎
に
於
て
も
一
九
二
四
年
二
月
委
員
を
設
け
て
「
す
さ
つ
く
ほ
る
な
」
合
議
に
附
議
す
る
匁
め
原
則
規
定
ヶ
合
な
規
則
案
の
起
草
に
着
手
し
同
年
六
月
其
成
案
を
-
手
?
」
)
0
4
M
U
ふ
J
1
・
斯
〈
て
一
九
二
四
年
六
月
凶
際
治
協
舎
の
共
同
海
損
委
員
が
倫
敦
に
合
会
診
開
く
や
各
閣
委
員
及
び
蛍
業
者
の
代
表
者
出
席
の
上
「
す
さ
つ
く
ほ
る
む
」
合
議
に
附
議
す
る
ゑ
め
現
行
「よ
1
く
・
あ
ん
ざ
わ
l
ぷ
」
規
則
を
改
正
し
並
に
共
同
海
損
の
一
般
原
則
に
閲
す
る
規
則
ぞ
之
に
合
ま
し
め
た
る
原
案
伝
作
成
す
ぺ
き
こ
さ
而
し
て
此
原
案
の
起
草
に
蛍
り
て
「
よ
1
く
・
ゐ
ん
さ
わ
I
主
規
則
の
改
正
に
付
て
は
英
図
精
算
人
協
舎
の
改
正
案
並
に
大
陸
諸
園
及
び
其
他
の
各
図
委
員
合
の
修
正
希
望
事
項
ケ
又
原
則
に
関
す
る
規
則
の
立
案
に
付
て
は
り
oJ
己
主
民
ん
の
治
案
(
前
記
図
際
法
協
合
治
案
)
並
に
ロ
2
氏
法
案
(
偽
図
率
一
一
き
を
み
が
」
酌
す
べ
き
こ
さ
の
決
議
を
忽
し
其
原
案
の
起
草
委
員
ざ
し
て
ω片
巧
2
B
E
E
F
Z
U
出
S
O
R
T牛肉。ロ
oJ
己
主
u
冨
円
・
。
-
H
W
・
河
口
己
O
}
戸
Z
M
]「L
O
O勺
O
]
(
】
匂
O
吋
の
諸
氏
缶
、
選
定
せ
h
J
O
而
し
て
此
等
委
員
は
七
月
下
旬
原
案
を
完
成
せ
b
o
「
す
ご
っ
く
ほ
る
む
」
に
於
け
る
図
際
治
協
合
の
第
三
十
三
四
国
際
合
議
は
九
月
入
日
よ
b
開
催
せ
ら
れ
た
る
が
其
海
上
部
合
(
冨
R
E
g
o
F
2
2ロ
)
は
十
六
ヶ
図
よ
b
各
種
利
盆
図
睦
の
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
l
ぷ
」
規
則
五
九
商
業
主
経
済
ムハ
O
代
表
者
会
列
し
∞
町
Z
O
S
S
E
-
-
氏
議
長
三
な
り
て
専
ら
前
記
共
同
海
損
委
員
の
原
案
の
審
議
じ
街
b
各
案
の
字
句
上
の
修
正
は
前
記
起
草
委
員
に
〉
-
m
一21
0
r
E
m
(組
側
)
w
h
r吋・巴
E
E
-
-
o
(丁
)
u
。・ぐppm-00門
g
(和
)
u
J
司
・
出
・
去
の
の
5
5
(米
ご
と
向
。
門
出
荷
m
o
(
瑞
)
諸
氏
を
加
へ
た
る
小
委
員
舎
に
附
す
る
の
方
践
に
依
hJ
討
議
の
後
十
二
日
迄
に
其
全
部
ヶ
議
了
し
次
の
決
議
案
を
総
合
じ
附
し
た
る
所
満
場
一
致
を
以
て
可
決
せ
ら
れ
た
b
o
『
一
、
第
一
に
一
九
一
三
年
「
ま
ピ
b
つ
ど
」
じ
於
け
る
本
協
舎
の
第
二
十
八
回
合
議
が
般
に
承
認
し
た
る
が
如
き
共
同
海
損
に
関
す
る
図
際
法
典
を
採
用
す
る
こ
さ
に
付
て
は
以
下
の
理
由
に
よ
b
蛍
業
者
に
於
て
イ
図
際
注
典
の
形
式
に
於
て
は
共
同
海
損
の
原
則
の
み
な
ら
子
特
に
美
賀
務
を
固
化
せ
し
れ
U
る
の
危
険
あ
る
こ
ご
ロ
一
入
九
O
年
(
よ
1
く
・
あ
ん
ざ
わ
ー
さ
規
則
に
闘
し
採
用
し
た
る
方
法
印
ち
訟
律
を
以
て
強
要
せ
宇
し
て
運
治
契
約
上
の
直
接
利
害
関
係
者
の
問
に
於
け
る
任
意
の
契
約
に
依
一
般
に
危
畑
氏
の
念
を
以
て
之
を
迎
へ
た
り
。
b
其
全
部
又
は
一
部
の
趨
用
ケ
自
由
な
ら
し
む
る
方
注
は
買
際
上
の
便
宜
多
大
な
る
こ
Jζ ρ
一
定
の
原
則
の
下
に
庭
理
す
る
こ
さ
の
利
盆
並
に
一
八
九
O
年
「
よ
I
く
・
あ
ん
芯
わ
I
主
規
則
を
改
正
し
て
近
世
の
要
求
に
遊
感
せ
し
む
る
の
必
要
は
一
般
に
認
め
ら
る
〉
所
な
る
も
而
も
過
去
三
十
鈴
年
の
問
責
際
に
運
用
し
て
良
好
の
結
果
を
得
た
る
該
規
則
を
根
本
的
に
改
摩
す
る
こ
さ
は
一
居
不
可
な
b
ざ
す
る
こ
さ
第
二
に
一
九
二
四
年
五
月
倫
敦
に
開
か
れ
、
米
、
一
段
、
白
、
加
、
丁
、
偽
、
猪
ぷ
犬
、
和
、
伊
、
目
、
那
、
西
、
及
び
瑞
の
十
四
箇
図
の
代
表
者
が
出
席
し
た
る
国
際
船
主
合
議
に
於
て
は
次
の
決
議
満
場
一
致
ケ
以
て
採
用
せ
ら
れ
た
b
。
「
本
合
議
は
全
世
界
を
、
通
じ
共
同
海
援
の
法
則
及
び
責
務
を
一
一
層
国
際
的
に
統
一
せ
ん
さ
す
る
図
際
治
協
舎
の
運
動
を
認
む
而
し
て
此
目
的
を
達
成
す
る
念
じ
は
次
の
方
法
に
依
る
を
以
て
最
善
ご
信
・
ず
る
も
の
な
り
。
一
近
世
の
要
求
に
適
応
せ
し
な
る
翁
め
「
よ
1
〈
-
あ
ん
ざ
わ
1
主
規
則
に
逼
蛍
の
改
正
を
加
ふ
る
こ
さ
ニ
右
改
正
規
則
に
寅
務
規
則
の
基
礎
た
る
原
則
を
一
般
的
に
表
示
す
る
規
則
を
合
ま
し
め
実
務
規
則
が
規
定
せ
ま
る
場
合
に
之
を
適
用
し
得
せ
し
む
る
こ
ご
」
又
一
九
二
四
年
六
月
十
六
日
図
際
法
協
合
共
同
海
議
委
員
は
次
の
決
議
を
ゑ
せ
b
o
(
す
さ
つ
〈
ほ
る
む
」
曾
議
に
於
て
考
究
せ
ら
る
〉
結
局
め
左
記
内
容
の
原
案
を
起
草
す
べ
し
一
九
二
四
年
「
よ
1
〈
・
め
ん
ざ
わ
l
ぷ
」
規
則
-L. 
ノ、
商
業
さ
経
沼
..L‘ 
ノ、
一{よ
1
〈
・
あ
ん
ご
わ
l
ぷ
」
規
則
の
改
正
二
但
し
共
同
海
損
に
関
す
る
一
般
原
則
を
表
示
し
た
る
規
則
を
合
ま
し
む
る
こ
さ
」
以
上
の
事
買
に
鑑
み
二
、
前
記
原
案
の
立
市
誌
を
起
草
委
員
に
委
腐
し
た
る
が
共
同
海
損
委
員
は
之
に
次
の
指
固
守
奥
へ
た
b
o
一
決
議
第
一
項
の
立
案
に
付
て
は
起
草
委
員
は
英
図
精
算
人
協
合
の
作
成
せ
る
改
正
案
並
に
偽
、
和
、
獄
、
瑞
.
那
、
白
、
英
他
各
図
委
員
舎
の
修
正
を
指
針
乏
し
又
決
議
第
二
項
の
立
案
に
付
て
は
守
仏
問
。
ロ
oJぐ
仏
山
口
及
び
昌
弘
S
U
2
の
法
案
を
丞
酌
す
ぺ
し
」
三
、
右
起
草
委
員
の
作
成
し
た
る
原
案
は
本
合
議
に
於
て
仔
細
に
之
を
考
援
し
必
要
な
る
修
正
を
加
へ
た
b
。
四
、
本
舎
議
の
意
見
に
依
れ
ば
右
の
如
く
修
正
し
た
る
規
則
案
は
岡
際
般
主
合
議
が
特
に
留
意
せ
る
次
の
目
的
を
達
成
す
る
に
瓜
幾
き
も
の
た
る
を
信
子
、
印
ち
第
一
、
一
入
九
O
年
(
よ
I
〈
・
あ
ん
ご
わ
ー
さ
規
則
を
近
世
の
要
求
に
遊
底
せ
し
む
る
こ
ご
第
二
、
「よ
1
〈
・
あ
ん
ご
わ
I
h
A
」
規
則
が
規
定
せ
ま
る
場
合
に
迎
用
し
得
ぺ
き
原
則
の
確
立
五
、
放
に
本
合
議
は
決
議
を
以
て
右
の
如
く
修
正
し
た
る
規
則
を
商
業
及
び
海
運
蛍
業
者
に
提
示
し
て
其
考
究
を
求
め
若
し
之
を
承
認
す
る
に
於
て
は
一
入
九
O
年
「
よ
I
〈
・
あ
ん
さ
わ
ー
さ
規
則
さ
同
一
の
方
法
に
依
b
任
意
的
合
意
を
以
て
使
用
せ
ん
こ
ご
を
提
唱
す
六
、
倫
本
合
議
は
決
議
ぞ
以
て
若
し
右
規
則
が
一
般
商
業
及
び
海
運
蛍
業
者
に
依
b
承
認
せ
ら
れ
ま
る
時
は
図
際
決
協
舎
は
特
に
其
目
的
の
匁
め
招
集
せ
ら
る
べ
き
賂
来
の
合
議
に
於
て
直
接
利
害
関
係
を
有
す
る
者
に
依
b
て
更
に
右
規
則
が
考
究
せ
ら
る
〉
結
局
め
趨
営
の
庭
置
を
-
議
性
ん
こ
さ
を
希
望
す
』
規
則
各
僚
の
説
明
前
越
せ
る
が
如
き
経
過
に
由
b
成
立
し
た
る
も
の
な
る
を
以
て
新
規
則
は
共
同
海
損
の
原
則
に
閲
す
る
規
則
(
河
口
一
2
0町
吋
ユ
ロ
巳
H
L
O
)
ご
従
前
の
却
さ
責
務
規
則
(
河
口
一
g
。
町
】
V
3
2
円
の
ゆ
)
さ
よ
b
成
る
。
郎
も
文
字
番
践
を
以
て
原
則
に
閲
す
る
規
則
七
ケ
伎
を
置
き
次
に
数
字
番
波
訟
以
て
寅
務
規
則
二
十
三
ヶ
僚
を
設
け
た
り
。
前
者
を
文
字
規
則
(
円
。
門
官
丘
三
g)
後
者
を
番
税
規
則
(
Zロ
B
σ
2・0
仏
2
5
)
さ
指
稀
す
る
は
是
が
匁
め
な
b
ざ
す
。
一
、
原
則
に
閲
す
る
規
則
新
規
則
の
特
色
が
一
般
原
則
じ
閲
す
る
規
定
の
設
定
に
在
る
こ
ご
は
巳
越
せ
る
所
な
b
、
一
九
二
四
年
「
よ
I
く
・
あ
ん
さ
わ
1
ぷ
』
糾
則
.. 
ノ、
商
業
主
経
済
六
回
郎
ち
一
八
九
O
年
規
則
に
於
て
は
其
各
僚
が
明
定
せ
ざ
る
黙
は
第
十
入
僚
に
依
b
航
海
終
了
地
の
如
何
に
依
b
一
定
し
得
玄
る
各
図
法
の
規
定
に
準
挨
し
決
定
す
る
を
要
し
た
る
が
新
規
則
に
於
て
は
苔
第
十
入
伎
を
削
除
し
買
務
規
則
又
は
番
銃
規
則
が
明
定
せ
ゴ
る
貼
は
A
よ
り
G
に
至
る
七
ケ
僚
の
文
字
規
則
に
依
b
決
定
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
さ
し
以
て
各
図
海
損
法
の
通
用
を
排
除
し
て
徹
底
的
に
共
同
海
損
取
扱
の
統
一
を
期
し
た
る
も
の
な
b
o
規
則
A
本
僚
は
共
同
海
損
行
怨
(
の
g
o
s
-
-〉
5
3
m
o
〉
の
{
)
に
付
き
定
義
を
下
せ
る
も
の
に
し
て
所
謂
共
同
海
損
の
要
件
(
〈
。
3
5
ω
O
R
g
m
g
)
を
限
定
し
た
る
最
も
根
本
的
の
規
則
な
り
ざ
す
。
而
し
て
原
案
は
英
図
海
上
保
険
法
第
六
十
六
僚
第
二
項
を
其
佳
採
用
し
た
る
が
合
議
に
於
て
少
詐
の
字
句
上
の
修
正
を
加
へ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
印
ち
S
L
O
E
-可
耳
目
同
O
H
H
の
句
を
附
加
し
て
制
限
的
意
義
を
奥
へ
又
「
任
意
」
(
ぐ
O
E
D
E
ユ
守
)
子
「
故
意
」
(
一
口
門
O
E
S
P
-
ぎ
に
代
ゑ
而
し
て
「
危
険
に
際
し
」
(
S
Z
B
O
O町
宮
ユ
一
)
を
「
共
同
安
全
の
結
局
め
」
(
F
こ
]
同
ゅ
の
0
5
5
2
3
p
q
)
に
又
「
危
険
に
陥
れ
る
財
産
を
保
存
す
」
(
℃
吋
n
q
iロ
m
p
o
言。℃
q
q
E勺
2
・2
丘
)
ケ
(
危
険
よ
b
財
産
令
官
保
存
す
」
(
匂
吋
冊
。
円
〈
円
高
四日・
0
5
日出『一
-
F
o
y
o匂
q
q
z
g守
丘
)
さ
改
め
た
る
も
の
な
り
。
而
し
て
初
め
の
こ
語
句
の
迫
加
又
は
修
正
は
草
に
用
語
の
正
確
を
欲
し
た
る
も
の
に
過
ぎ
ぎ
る
も
後
の
二
句
の
修
正
は
共
同
安
全
主
義
の
段
格
な
る
適
用
を
緩
和
し
寧
ろ
犠
牲
主
義
に
依
ら
し
め
ん
こ
さ
を
期
し
た
る
結
果
に
し
て
最
も
注
意
を
要
す
る
所
ざ
す
。
今
本
俊
足
な
る
所
を
各
図
法
の
規
定
又
は
従
来
の
亭
設
に
比
較
す
る
に
左
の
黙
に
於
て
(ー)其
危特
険徴
を
認
む
J¥ご
し
従
来
危
険
に
付
て
は
切
迫
(
E
E
D
O
B
又
は
重
大
(ω
忌
告
邑
巳
)
若
く
は
事
質
的
(
仰
の
g-
。
円
円
め
と
)
等
の
形
容
語
含
冠
す
る
を
例
ご
し
た
る
も
新
規
則
は
原
則
さ
じ
て
犠
牲
主
義
を
採
用
し
危
険
の
程
度
に
閲
す
る
制
限
を
設
く
る
を
不
可
な
り
ご
し
荷
く
も
危
険
存
す
る
ご
き
tま
(宮
.2岳
民
仏
mHDmqumomoD巧
山
門
民
間
。
の
め
m
w
r円
)
共
同
海
損
を
生
じ
得
ぺ
き
も
の
ご
し
而
し
て
危
険
の
存
在
を
要
す
る
賂
は
損
害
が
非
常
的
た
る
べ
き
こ
ご
(
o
u
内守山。円門出口
mw『
可
)
並
に
行
ゑ
が
危
険
よ
り
財
産
の
保
存
を
目
的
芯
す
る
こ
芯
(
円
。
「
p
o
Tロ
「
勺
OMOO「
勺
円
2
0コ
ふ
口
問
中
0
5
喝
の
門
口
)
の
規
定
よ
b
蛍
然
な
b
さ
せ
ら
れ
前
記
の
如
き
形
容
語
。
T
不
要
ざ
す
。
若
し
夫
れ
危
険
が
般
舶
及
び
積
荷
に
共
同
の
も
の
た
る
こ
ど
(の
O
B
5
8
己
g
m
o円
)
を
必
要
ご
す
る
は
共
同
安
全
の
匁
め
に
行
結
局
各
図
決
は
共
同
海
援
を
般
長
又
は
其
指
岡
を
受
た
る
者
の
行
結
局
に
限
る
賠
に
於
て
路
一
致
せ
る
が
新
規
則
は
行
殺
者
に
付
何
等
の
制
限
を
設
け
や
J
、
従
て
第
三
者
が
義
務
な
(
{
ぴ
円
F
o
g
B
2
0ロ
g
p
q
)
ご
一
エ
へ
る
賂
よ
b
ゆ
回
一
然
な
b
さ
す
。
一
九
二
四
年
「
よ
l
〈
・
わ
ん
ざ
わ
l
ぷ
」
規
則
六
五
商
業
主
経
済
占ハムハ
く
し
て
海
難
救
助
を
結
局
し
た
る
場
合
に
於
て
も
荷
く
も
故
意
且
つ
正
蛍
に
共
同
完
全
の
目
的
を
以
て
行
は
る
〉
さ
き
は
共
同
分
擦
を
要
す
る
も
の
さ
す
。
斯
の
如
く
行
匁
者
の
範
固
を
撲
大
す
る
こ
さ
は
理
論
上
正
蛍
な
る
に
似
た
る
も
船
長
の
意
思
に
反
し
て
第
三
者
が
救
助
行
怨
を
敢
で
し
た
る
場
令
の
如
き
果
し
て
其
行
結
局
を
必
要
さ
す
る
欣
氾
存
し
た
る
や
に
関
し
困
難
な
る
事
質
問
題
。
ダ
惹
起
す
る
こ
さ
あ
る
伝
免
か
れ
ま
る
な
り
o
而
し
て
此
賂
は
現
今
に
在
つ
で
も
猶
一
部
の
論
難
あ
る
所
さ
す
。
次
に
行
震
が
正
蛍
に
(
B
S
O
S
t
q
)
匁
き
る
〉
こ
さ
を
要
す
ご
し
た
る
黙
は
右
述
た
る
場
合
に
適
用
し
て
弊
害
を
防
止
す
る
の
致
呆
を
後
揮
す
る
に
足
ら
ぎ
る
は
勿
論
規
則
D
の
規
定
に
も
抵
鰯
し
寧
ろ
蛇
足
の
規
定
三
観
る
の
外
な
き
な
b
o
ヨ
損
害
本
伎
は
既
述
の
如
く
犠
牲
主
義
を
採
用
せ
る
も
の
三
解
す
る
ケ
正
雷
芝
す
る
を
以
て
共
同
海
損
は
必
し
も
危
険
を
免
か
る
〉
谷
川
に
の
み
存
せ
十
寧
ろ
共
同
安
全
の
匁
め
に
生
?
る
も
の
な
b
故
に
共
同
海
損
た
る
損
害
の
決
定
に
蛍
h
J
て
は
其
行
錯
の
動
機
を
重
税
せ
ざ
る
べ
か
ら
子
。
島
保
存
巳
に
犠
牲
主
義
じ
則
る
以
上
は
行
忽
さ
保
存
さ
の
問
に
は
必
し
も
因
果
関
係
あ
る
こ
ご
を
要
せ
・
究
所
謂
残
存
主
義
を
採
れ
る
こ
ご
は
次
僚
の
規
定
に
照
す
も
明
瞭
な
h
J
J
又
保
存
の
限
民
に
付
所
謂
草
存
主
義
に
依
る
も
の
な
る
こ
さ
は
次
僚
の
規
定
及
び
規
則
第
十
入
依
第
二
項
の
規
定
に
徴
し
容
易
に
首
肯
し
得
る
所
な
b
ざ
す
。
五
積
荷
な
き
加
舶
英
訟
に
於
て
は
積
荷
な
き
も
傭
船
中
の
般
舶
に
付
て
は
其
舵
舶
ε
傭
船
運
賃
さ
の
問
に
共
同
の
海
上
危
険
園
陸
(
の
CEEo-H
冨
包
巳
E
O
包
5
E
B
)
の
関
係
あ
b
さ
す
る
結
局
め
本
規
則
の
下
に
在
て
も
右
の
如
き
場
合
に
共
同
海
損
ぞ
認
む
べ
し
さ
の
議
論
あ
れ
ピ
も
原
案
が
第
十
七
俊
第
二
項
ご
し
て
同
趣
旨
の
規
定
を
存
し
た
る
に
合
議
に
於
て
之
を
削
除
し
た
る
経
過
じ
稽
ふ
る
も
此
程
船
舶
に
は
共
同
海
損
訟
認
め
‘
ざ
る
の
趣
旨
な
b
さ
解
す
べ
き
な
b
o
規
則
B
本
僚
は
原
案
に
於
て
規
則
A
の
第
二
項
さ
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
濁
立
せ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
規
則
第
十
七
僚
に
相
到
底
し
蛍
然
の
規
定
な
b
o
規
則
C
共
同
海
損
た
b
待
ぺ
き
損
害
の
限
度
を
規
定
し
た
る
も
の
な
る
が
此
賂
に
於
て
は
従
来
直
接
(
色
5
2
)
相
蛍
(
B
E
C
S
E
O
)
必
然
的
(
H
H
O
R
s
q
)
等
の
形
容
詞
を
附
加
す
る
の
常
に
し
て
原
案
も
亦
直
接
且
必
然
的
結
果
2
5
2
8仏
ロ
R
g
s
q
P
5
2
5去
の
)
た
る
損
害
さ
な
し
た
る
が
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
て
わ
1
ぷ
」
規
則
六
七
商
業
さ
経
済
ムハ入
合
議
に
於
て
「
且
必
然
的
」
の
語
句
を
削
除
せ
り
蓋
し
此
等
形
容
詞
の
問
に
は
何
等
資
質
的
の
差
異
あ
る
も
の
さ
謂
ふ
診
得
，
さ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
何
が
直
接
の
結
果
た
る
損
害
な
る
か
は
所
謂
相
砂
田
原
因
説
に
従
ひ
個
々
の
事
買
に
付
剣
定
せ
ら
る
べ
き
問
題
な
り
。
第
二
項
は
所
謂
間
接
損
害
を
例
示
し
た
る
も
の
さ
観
る
べ
き
も
の
な
る
が
航
海
の
遅
延
に
因
b
生
じ
た
る
船
舶
及
び
積
荷
の
損
害
は
一
切
除
外
す
べ
き
趣
旨
佐
明
示
せ
る
を
以
て
共
同
海
損
行
結
局
の
直
接
の
結
果
生
じ
た
る
損
害
三
雄
も
其
航
海
の
遅
延
に
因
b
て
増
大
し
た
る
部
分
は
一
般
に
之
を
共
同
海
損
じ
計
上
し
得
ぎ
る
も
の
さ
認
は
ざ
る
ぺ
か
ら
宇
。
規
則
D
本
僚
は
一
九
O
三
年
「
あ
ん
ご
わ
ー
さ
規
則
中
含
口
問
2
を
2
0己
に
又
舟
{
E
F
T
P
H再
三
改
め
た
る
も
の
に
過
ぎ
子
。
而
し
て
本
俊
採
る
所
の
主
義
が
理
論
上
正
蛍
な
る
こ
ご
は
図
際
法
上
等
設
の
夙
に
一
致
せ
る
所
ざ
す
、
た
ャ
米
図
に
於
て
は
同向
m戸
「
門
mve「
K
J
F
A
H
門
の
下
に
於
け
る
般
主
責
任
に
設
す
る
関
係
よ
り
本
俊
規
定
の
如
き
文
苧
一
一
回
を
以
て
す
る
特
約
が
無
殺
ご
せ
ら
る
、A
A
局
め
合
議
に
於
て
米
岡
代
表
よ
り
所
謂
す
ω
。ロ
Q
g
R
に
趨
令
す
る
様
本
保
規
定
の
修
正
を
希
望
し
た
る
も
容
れ
ら
れ
ざ
b
し
な
り
。
米
図
が
新
規
則
の
採
用
に
反
濁
す
る
有
力
な
る
理
由
の
一
さ
し
て
本
僚
が
翠
指
せ
ら
る
〉
所
以
な
b
o
規
則
E 
本
俊
規
定
す
る
所
は
寧
ろ
蛍
然
ご
す
る
所
な
b
、
た
い
請
求
人
に
過
失
あ
る
場
合
に
於
て
は
前
述
規
則
D
の
規
定
さ
矛
盾
せ
る
の
翻
な
し
ご
せ
5
る
も
所
謂
通
蛍
に
(
℃
円
。
句
。
ュ
可
)
な
る
誌
は
共
同
一
向
損
を
生
じ
た
る
原
因
に
付
過
失
無
さ
こ
さ
を
要
す
る
の
意
味
を
ふ
口
ま
し
め
た
る
も
の
に
非
十
ご
解
せ
玄
る
ぺ
か
ら
宇
。
規
則
F
所
訪
代
替
費
用
の
共
同
海
損
た
る
こ
芯
を
一
般
的
に
表
明
し
た
る
も
の
な
る
が
避
難
港
に
於
て
生
じ
た
る
場
合
に
付
て
は
別
に
規
則
第
十
俊
ゆ
が
趨
用
せ
ら
る
〉
な
b
o
倫
原
案
に
於
て
は
費
用
の
外
に
損
害
を
も
合
ま
し
め
た
る
も
合
議
に
於
て
削
除
し
決
し
た
り
。
蓋
し
積
荷
が
共
同
海
損
費
用
支
弊
の
殺
め
に
貢
却
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
濁
し
て
は
規
則
第
二
十
一
僚
に
規
定
ゐ
b
其
他
の
場
合
に
於
て
損
害
に
付
代
替
を
一
般
に
認
む
る
ぜ
き
は
種
々
の
解
撫
併
を
生
じ
共
同
海
損
濫
用
の
弊
害
を
生
や
J
れ
ば
な
b
。
規
則
G
共
同
海
損
は
其
の
損
害
並
に
分
擦
に
付
航
海
終
了
の
時
に
於
げ
る
況
放
を
基
礎
さ
し
精
算
せ
ら
る
べ
き
こ
之
は
多
数
図
法
の
均
し
く
認
む
る
所
な
b
。
英
図
に
於
て
は
犠
牲
さ
費
一
丸
二
四
年
『
よ
1
く
・
あ
ん
ざ
わ
1
ぷ
L
親
則
六
九
商
業
さ
経
済
七
O 
用
さ
の
聞
に
区
別
を
認
め
ん
さ
し
た
る
亭
設
行
は
れ
た
る
も
一
九
二
一
年
ぺ
ん
b
l
事
件
(吋
p
o
p
H
H
]
8
(リ
20)
の
剣
決
に
於
て
は
英
法
に
於
て
も
亦
大
陸
同
様
の
原
則
に
撲
る
ぺ
き
も
の
さ
せ
ら
る
。
倫
米
国
に
は
前
記
準
設
さ
同
趣
旨
の
剣
例
存
す
。
本
僚
は
印
ち
右
多
数
図
の
採
れ
る
所
を
表
明
し
た
る
に
過
ぎ
歩
し
て
如
何
な
る
時
に
航
海
終
了
す
る
や
は
国
よ
り
個
々
の
場
合
に
於
て
決
定
せ
ら
る
〉
を
要
し
又
損
害
及
び
分
搭
の
額
の
計
算
に
付
て
は
番
強
規
則
の
定
む
る
所
に
依
る
も
の
さ
す
。
二
、
買
務
規
貝リ
第
一
一
保
乃
至
第
十
七
僚
は
一
八
九
O
年
の
修
正
又
は
補
充
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
過
ぎ
5
る
も
第
十
入
保
以
下
は
新
に
追
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
規
則
第
一
俊
各
図
法
は
投
荷
損
害
に
関
し
積
荷
の
姶
内
蔵
な
る
や
甲
板
積
な
る
や
を
区
別
し
甲
板
積
荷
に
付
て
は
沿
岸
小
航
海
又
は
慣
習
上
甲
板
に
積
載
運
送
せ
ら
る
〉
場
合
を
除
き
共
同
海
損
た
り
得
ぎ
る
も
の
さ
す
。
然
る
に
一
入
九
O
年
規
則
は
甲
板
積
荷
の
投
荷
は
一
切
共
同
一
件
損
た
る
を
得
十
三
し
且
つ
甲
板
さ
認
む
べ
き
般
舶
の
構
造
に
付
規
定
せ
り
。
目
疋
ケ
以
て
木
材
の
如
き
甲
板
殺
を
普
通
ざ
す
る
も
の
〉
運
送
契
約
じ
於
て
は
規
則
第
一
一
係
争
』
除
外
す
る
特
約
行
は
れ
た
り
。
新
規
則
に
於
℃
は
苔
規
則
の
採
れ
る
所
を
不
可
な
b
ざ
し
荷
も
積
荷
が
正
蛍
に
惑
な
せ
ら
る
〉
限
り
共
投
荷
損
害
の
共
同
海
損
を
認
な
べ
し
ご
の
見
地
よ
b
甲
板
積
ε
姶
内
蔵
さ
を
区
別
せ
や
J
従
っ
て
又
護
規
則
第
二
項
を
削
除
せ
り
而
し
て
其
正
蛍
に
運
設
せ
ら
る
、
〉
や
否
や
は
之
を
商
慣
習
に
従
ひ
決
定
す
ぺ
き
も
の
さ
せ
り
。
新
規
則
の
定
な
る
所
が
理
論
的
な
る
は
疑
な
し
ご
す
る
も
積
荷
の
積
載
場
所
に
閲
し
一
定
の
商
慣
習
確
定
せ
、
ざ
る
航
路
又
は
特
殊
の
構
造
を
有
す
る
般
舶
に
在
て
は
困
難
な
る
事
質
問
題
を
惹
起
す
る
を
免
れ
、
ざ
る
ぺ
き
な
b
o
規
則
第
二
俊
乃
至
第
四
伎
は
官
官
規
則
各
伎
を
其
佳
保
存
せ
り
。
規
則
第
五
係
苔
規
則
は
多
数
図
訟
に
反
し
任
意
坐
礁
に
付
所
謂
相
調
的
任
意
坐
礁
(
河
合
尽
く
宏
一
三
口
一
m
o
m
?
g
E
g
m
)
さ
其
他
の
場
合
印
ち
絶
調
的
任
意
坐
礁
(
〉
g
o一丘中止当日]]目的。
ω
S
E
E
m
)
又
は
故
意
の
坐
礁
(
〉
σω
一の宮
F
r
o
m
g
z
g
m
)
ご
の
区
別
仕
認
め
前
者
印
ち
坐
礁
其
物
が
不
可
抗
的
(
山
口
2
日SEou
E
5
5
2
ぇ
・
ロ
ロ
〈
O
B
O
E
-一
の
ど
に
し
て
単
に
其
坐
礁
地
貼
を
選
捧
し
得
る
徐
地
あ
る
に
過
ぎ
ゴ
る
場
合
を
共
同
海
損
よ
b
除
外
し
た
る
の
み
な
ら
争
後
者
に
於
て
も
坐
礁
が
特
に
沈
設
の
危
険
に
付
て
唯
の
保
存
手
段
(
0
一色
mo
問。
R
E
m
g山口
0
]
)
た
る
時
換
A
一
一
目
す
れ
ば
任
怠
坐
礁
な
一
九
二
四
年
『
よ
1
く
・
あ
ん
ざ
わ
1
ぷ
い
規
則
七
商
業
主
経
済
七
か
b
せ
ば
泌
浸
し
た
る
ぺ
き
事
必
然
な
る
放
況
存
し
た
る
芯
き
も
亦
共
同
海
損
を
生
じ
得
ざ
る
も
の
さ
せ
b
o
而
し
て
此
除
外
は
前
者
に
在
て
は
其
共
同
海
損
を
許
す
芯
き
は
往
々
に
し
て
偶
然
的
坐
礁
を
任
意
的
坐
礁
さ
せ
ら
る
〉
に
至
る
べ
き
こ
さ
又
後
者
じ
付
て
は
洗
抑
況
が
必
然
的
な
る
斌
況
に
あ
る
般
舶
は
坐
礁
前
巳
に
重
大
な
る
損
傷
を
受
け
居
る
を
常
態
ご
認
h
u
ぺ
き
こ
ご
の
事
賃
上
の
理
由
に
依
る
も
の
な
る
が
後
者
を
除
外
す
る
こ
ご
は
英
理
由
薄
弱
に
し
て
之
を
火
災
其
他
を
原
因
ご
す
る
任
意
坐
礁
の
場
合
に
比
す
る
さ
き
は
甚
だ
不
蛍
の
除
外
を
強
要
す
る
も
の
ご
謂
は
ゴ
る
ぺ
か
ら
子
。
目
疋
を
以
て
新
規
則
に
於
て
は
(
泌
設
又
は
」
(
ω
g
r
o円
)
の
語
を
奮
規
則
よ
b
剣
除
し
沈
設
が
必
然
的
な
る
放
況
に
あ
る
般
舶
じ
付
て
も
共
同
海
援
を
認
む
る
こ
ご
に
其
取
扱
を
改
め
た
b
o
規
則
第
六
俊
沓
規
則
共
催
ざ
す
。
規
則
第
七
傑
奮
規
則
同
僚
に
第
六
俊
之
同
趣
旨
の
但
書
を
附
加
し
船
舶
の
浮
揚
中
に
於
て
は
汽
機
汽
鐙
の
使
用
に
因
b
共
同
海
損
ケ
生
じ
得
ぎ
る
旨
を
規
定
し
疑
問
を
生
十
る
の
徐
地
な
か
ら
し
め
た
り
。
規
則
第
入
依
器
規
則
第
入
僚
は
第
七
僚
が
危
険
の
決
態
に
あ
る
こ
さ
(
E
P
3
ω
2
8
0「
何
百
円
山
]
)
を
必
要
芯
せ
る
に
謝
し
何
等
言
及
す
る
所
な
か
b
し
を
以
て
般
足
軽
減
の
谷
川
め
積
卸
が
行
は
る
〉
場
合
に
は
事
も
危
険
宇
佐
戚
也
ゴ
る
場
合
に
行
は
る
K
A
も
猶
共
同
海
損
を
生
じ
得
ぺ
し
さ
の
解
秤
を
詳
し
た
る
事
買
に
鑑
み
新
規
則
に
於
て
は
本
僚
に
「
共
同
海
損
行
結
局
ざ
し
て
)
(
g
p
の
2
5
5
-
〉〈
2
・ωmo
〉
の
門
)
の
語
句
を
補
充
す
る
に
至
れ
る
も
の
ご
す
。
而
し
て
此
語
句
は
原
案
が
第
七
保
さ
同
じ
く
日
D
P
勺
g
E
o
p
O町
間
百
円
口
ご
し
た
る
を
舎
議
に
於
て
議
論
の
後
修
正
の
意
味
?
以
て
採
用
し
た
る
も
の
な
る
こ
さ
を
留
意
す
る
こ
さ
を
要
す
。
印
ち
必
予
し
も
危
険
の
切
迫
せ
る
こ
ご
を
要
件
ご
せ
十
寧
ろ
行
A
A
の
方
面
を
重
親
し
て
共
同
海
損
の
成
否
を
決
定
す
ぺ
し
さ
す
る
趣
旨
に
外
な
ら
子
、
又
事
買
に
於
て
危
険
切
迫
の
時
迄
扶
手
し
て
般
足
軽
減
の
方
念
に
出
‘
ざ
ら
し
む
る
が
如
き
は
規
則
の
痕
幾
す
る
所
に
非
、
ざ
る
や
明
白
な
り
。
規
則
第
九
俊
宮
規
則
同
保
の
下
に
於
て
は
積
荷
貯
戒
口
開
等
が
焚
料
に
代
用
消
費
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る
共
同
海
損
の
成
立
は
蛍
初
よ
b
充
分
の
焚
料
が
用
意
せ
ら
れ
た
る
こ
之
を
俊
件
ご
せ
b
、
併
し
乍
ら
此
俊
件
は
利
害
関
係
人
の
過
失
が
共
同
海
損
に
影
響
な
し
ご
す
る
規
則
D
の
一
九
二
四
年
『
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
l
ぷ
」
規
則
七
商
業
主
経
済
-1: 
四
規
定
さ
抵
鰯
す
る
は
勿
論
殊
じ
積
荷
が
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
た
る
場
合
じ
付
て
観
れ
ば
其
所
有
者
は
般
舶
の
側
に
存
す
る
事
由
に
よ
り
て
共
同
海
損
よ
り
賠
償
&
受
く
る
の
権
利
を
失
は
し
め
ら
る
〉
こ
ご
〉
な
り
極
め
て
不
蛍
の
制
限
を
強
要
せ
ら
る
〉
も
の
さ
謂
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
争
、
故
に
新
規
則
に
於
て
は
奮
規
則
時
先
頭
に
あ
b
た
る
「
積
荷
」
(
Q品
。
)
の
語
を
削
除
し
た
り
此
結
果
ざ
し
て
積
荷
が
焚
料
に
代
用
せ
ら
れ
た
る
さ
き
は
一
般
原
則
を
趨
用
し
共
要
件
を
具
備
す
る
限
b
は
蛍
初
よ
b
充
分
の
焚
料
が
供
給
せ
ら
れ
た
り
や
否
や
の
黙
に
関
せ
十
共
同
海
損
を
生
じ
得
る
な
り
、
但
し
其
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
積
荷
の
損
失
額
は
窓
規
定
の
下
に
於
け
る
取
扱
さ
異
な
る
ぺ
き
に
あ
ら
歩
、
蓋
し
焚
料
は
海
難
に
拘
ら
十
契
約
上
蛍
然
の
義
務
ざ
し
て
船
主
又
は
傭
加
者
の
負
援
す
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
特
約
な
き
限
力
は
積
荷
を
焚
料
に
代
用
し
た
る
匁
め
運
送
人
が
節
約
し
待
た
る
焚
料
の
高
は
最
後
の
後
航
港
に
於
け
る
後
航
蛍
時
の
市
債
ケ
以
て
其
債
格
ぞ
児
積
り
之
・
9
M
4
積
荷
損
失
金
よ
り
控
除
し
、
共
同
海
損
に
計
上
す
る
を
要
す
ぺ
き
な
り
、
本
俊
後
段
の
同
趣
旨
の
規
定
は
滋
に
逃
ぺ
た
る
翻
念
に
出
た
る
も
の
な
れ
ば
新
規
則
に
よ
り
積
荷
の
損
失
は
奨
金
額
が
共
同
海
損
に
計
上
し
得
る
に
至
れ
る
も
の
さ
翻
る
誌
は
(
Q
H
W
8
0
2
0
ご
ro
の
O
R
B
-
冨
B
F
m
o「〉
ωωOの
一
色
。
口
広
〉
5
3向。
p&zω
件。
g
u
H
U
N
M
H
V
・
ロ
)
越
か
に
賛
同
す
べ
か
ら
子
。
次
に
新
規
則
が
「
又
は
其
何
れ
か
宍
2
8
可
。
「
岳
σE)
の
語
を
補
充
し
及
び
「
石
炭
」
(
の
。
巳
ω
)
e
T
(
焚
料
」
(po])
さ
改
め
た
る
は
草
に
用
語
の
正
確
ぞ
欲
し
た
る
結
果
に
過
ぎ
子
、
又
「
賠
主
負
携
さ
し
」
(
(
リ
rE-mo門
同
月
。
巴
】
O
ω
r
-勺
OJぐロ
mu
「
)
の
語
句
を
倒
削
除
し
た
る
は
焚
料
の
負
擦
は
必
し
も
般
主
に
限
ら
ぎ
る
こ
さ
営
顧
慮
し
た
る
が
結
局
め
な
り
ざ
す
。
規
則
第
十
依
宮
規
則
の
各
項
中
仰
の
規
定
に
(
船
内
荷
役
」
(
E
E
F
m
g
t
o
R己
)
並
に
「
焚
粋
又
は
貯
蔵
品
」
(
p
o
-
0
2
Z
B与
を
補
足
し
付
の
規
定
に
右
さ
同
一
の
語
句
の
外
(
必
要
ご
し
た
る
火
災
保
険
料
了
ゲ
-
合
れ
と
(
山
口
の
}
ロ
(
出
口
m
m円。
山口
ω5.PHHの
♂
同
一
口
の
ロ
「
円
。
(
]
)
を
補
足
し
夏
に
後
段
に
積
荷
の
積
卸
完
了
迄
は
航
舶
の
不
遇
航
の
宣
告
又
は
航
海
の
拠
菜
あ
る
も
積
荷
等
の
保
管
の
費
用
が
共
同
海
損
た
b
得
る
旨
の
規
定
ヶ
追
加
せ
り
。
規
則
第
十
一
俊
規
則
第
十
保
付
ご
同
一
趣
旨
の
後
段
規
定
を
追
加
す
。
規
則
第
十
二
俊
第
十
俊
川
円
三
同
様
の
語
句
を
補
充
す
。
一
九
二
四
年
『
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
1
ぷ
』
規
則
七
五
商
業
主
経
済
七
六
規
則
第
十
三
僚
近
世
技
術
の
遜
歩
に
件
は
し
む
る
結
局
め
奮
規
則
に
大
な
る
修
正
補
充
を
結
局
せ
b
。
規
則
第
十
四
俊
岩
田
規
則
第
十
四
僚
は
車
に
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
仮
修
繕
よ
り
新
替
交
換
を
怨
さ
い
る
こ
ご
営
規
定
し
如
何
な
る
鮫
修
繕
が
共
同
海
損
た
る
か
を
規
定
せ
ゴ
る
駄
に
於
て
不
備
た
る
や
-
免
か
れ
歩
、
故
に
新
規
則
に
於
て
は
在
日
規
則
本
伎
を
第
二
項
ざ
し
第
一
項
診
以
て
俄
修
絵
が
共
同
安
全
の
忽
め
又
は
共
同
海
損
た
る
損
害
に
付
施
行
せ
ら
れ
た
る
さ
き
は
其
金
額
が
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
〉
こ
ぜ
並
に
共
同
利
盆
の
匁
め
鼠
・
濁
海
損
た
る
船
舶
の
損
害
に
付
伎
修
縫
を
忽
し
た
る
ご
き
は
其
共
同
海
損
た
る
修
総
費
用
は
代
替
費
用
吉
岡
一
の
取
扱
を
結
局
す
べ
き
旨
を
定
め
た
b
。
規
則
第
十
五
僚
奮
規
則
第
十
五
伎
は
運
賃
損
失
の
共
同
海
損
た
り
得
べ
き
原
因
に
闘
し
規
定
し
た
る
じ
止
ま
り
共
額
の
計
算
方
法
を
規
定
せ
玄
る
の
欠
陥
あ
b
た
る
を
以
て
新
規
則
は
第
二
項
を
設
り
て
損
失
に
蹄
し
た
る
総
運
賃
額
よ
b
犠
牲
の
結
果
節
約
せ
ら
れ
た
る
運
賃
吹
得
の
費
用
を
控
除
し
た
る
も
の
を
以
て
共
同
海
損
た
る
額
ご
す
ぺ
き
旨
を
定
め
た
b
、
而
し
て
此
計
算
方
法
は
各
図
法
の
規
定
ご
一
致
し
又
奮
規
則
の
下
に
於
て
も
買
際
上
採
用
せ
ら
れ
た
る
所
な
b
ざ
す
。
倫
原
案
じ
於
て
は
本
保
第
三
項
ご
し
て
多
数
図
訟
の
認
む
る
所
に
従
ひ
犠
牲
さ
な
b
た
る
積
荷
が
占
め
た
る
船
腹
に
新
た
な
る
積
荷
を
積
込
み
航
海
営
終
了
し
た
る
場
令
に
牧
得
し
た
る
所
請
代
替
運
賃
(
ω
与
丘
互
丘
町
月
一
m
宮
)
の
正
味
額
の
控
除
を
も
規
定
し
た
る
も
犠
牲
あ
b
た
る
後
に
於
け
る
航
海
終
了
の
義
務
に
闘
し
一
致
結
守
見
出
し
難
し
さ
す
る
見
地
よ
b
曾
議
に
於
て
、
之
を
削
除
す
る
こ
さ
に
決
定
せ
り
。
規
則
第
十
六
僚
本
保
第
一
項
は
奮
規
則
の
最
後
に
航
海
終
了
の
意
義
を
説
明
せ
る
数
語
を
追
加
し
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
も
第
二
項
は
新
規
定
に
し
て
印
ち
共
同
海
損
行
結
局
に
因
b
損
傷
を
被
む
れ
る
積
荷
が
到
着
後
実
却
底
分
に
附
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る
損
害
額
の
計
算
方
注
を
定
h
u
、従
来
、
積
荷
が
到
着
後
責
却
庭
分
に
附
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
多
く
到
着
営
時
に
於
け
る
同
一
積
荷
の
安
全
債
格
よ
り
頁
却
手
取
金
を
控
除
す
る
方
治
郎
も
保
険
関
係
じ
於
て
所
謂
∞mH]〈
hHmo
】
Oωω
の
方
法
に
依
b
損
害
綴
を
決
定
し
た
る
も
の
な
る
が
新
規
則
に
於
て
は
保
険
に
所
謂
F
E
E
-
R
〉
2
3
m
o
の
観
念
ぞ
採
容
れ
支
却
静
岡
日
の
積
荷
の
安
全
債
格
よ
b
頁
却
手
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
l
ぷ
』
規
則
七
七
商
業
主
経
山
漉
七
入
取
金
を
控
除
し
た
る
も
の
が
右
安
全
債
格
に
濁
す
る
割
合
を
以
て
損
害
惑
?
を
算
出
し
之
を
船
舶
到
着
蛍
日
の
積
荷
の
安
全
債
格
に
乗
じ
て
損
害
額
を
決
定
す
る
も
の
さ
忽
し
た
b
、而
し
て
保
険
に
於
け
る
場
合
さ
異
な
b
損
害
恋
?
を
頁
却
蛍
日
の
正
ロ
聞
の
債
格
及
び
頁
却
手
取
金
の
比
較
に
よ
b
算
出
せ
し
む
る
こ
ご
〉
結
局
し
た
る
黙
は
般
舶
到
達
の
時
又
は
航
海
終
了
の
時
に
於
け
る
積
荷
の
段
損
債
格
の
見
績
は
事
買
に
於
て
困
難
な
る
を
常
芯
す
る
を
以
て
安
蛍
の
庭
置
た
る
を
失
は
ぎ
る
も
の
ご
謂
ふ
ぺ
し
、
た
い
Y
到
着
後
頁
却
彪
分
に
附
せ
ら
る
〉
場
合
は
積
荷
の
被
害
大
な
る
を
普
通
ご
す
る
も
の
な
る
が
全
般
腹
又
は
大
部
分
の
積
荷
が
品
質
訟
異
に
す
る
同
種
品
に
し
て
荷
印
廃
滅
し
区
別
不
可
能
な
る
が
如
き
場
合
に
於
て
は
本
保
規
定
の
適
用
に
は
事
賃
上
相
営
の
困
難
を
漁
期
せ
ぎ
る
べ
か
ら
歩
。
規
則
第
十
七
俊
宮
規
則
に
僅
少
の
字
句
を
補
充
し
意
義
を
明
確
な
ら
し
め
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
が
中
に
就
て
運
賃
よ
り
控
除
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
ご
し
て
「
港
の
費
用
云
勺
O
ユ
岳
R
m
g
)
ご
あ
hJ
た
る
を
躍
に
(
費
用
」
ご
改
め
た
る
は
従
来
問
題
ご
な
b
た
る
運
河
料
等
の
控
除
を
明
白
な
ら
し
め
た
る
も
の
な
b
ざ
す
。
倫
巳
惑
の
如
く
原
案
に
於
て
は
本
俊
第
二
項
ご
し
て
傭
舵
中
の
般
舶
が
底
荷
の
み
に
て
航
行
せ
る
場
合
に
付
其
般
舶
ご
傭
般
運
賃
ご
の
問
に
分
携
を
認
む
る
規
定
を
存
し
た
る
も
合
議
に
於
て
之
伝
削
除
せ
り
。
倫
曾
議
に
於
て
本
保
第
二
項
中
に
郵
便
物
を
合
ま
し
む
る
の
提
議
あ
b
た
る
も
結
局
之
に
鰯
れ
ざ
る
を
可
ご
す
る
こ
さ
に
決
定
せ
b
。
規
則
第
十
入
保
苔
規
則
第
十
入
僚
は
一
般
原
則
に
関
す
る
文
字
規
則
が
採
用
せ
ら
れ
番
競
規
則
が
明
定
せ
5
る
場
合
に
遮
用
せ
ら
る
〉
こ
ご
〉
な
b
た
る
結
果
削
除
せ
ら
れ
本
俊
以
下
を
新
た
に
追
加
せ
ら
れ
た
る
賃
務
規
則
ご
す
。
器
規
則
の
下
に
在
て
は
新
筈
交
換
以
外
船
舶
の
損
害
額
の
計
算
方
法
に
閲
す
る
規
定
営
快
き
不
完
全
な
b
し
を
以
て
本
僚
を
追
加
し
此
貼
を
補
充
し
た
る
も
の
な
る
が
所
謂
正
蛍
な
る
修
経
費
又
は
滅
債
ご
は
個
々
の
場
合
に
付
決
定
せ
ら
る
べ
き
事
質
問
題
な
る
べ
き
も
其
決
定
の
時
期
及
び
場
所
を
限
定
せ
ざ
る
は
和
不
備
の
嫌
な
し
さ
せ
や
、
又
本
(
円
。
mgoロ伊豆
0
)
俊
第
二
項
は
保
険
関
係
に
於
け
る
会
損
の
観
念
営
採
り
容
れ
た
る
が
其
意
義
を
限
定
す
る
規
定
。
ぜ
設
け
ま
る
忽
め
所
謂
推
定
会
損
の
成
否
に
付
て
は
特
に
困
難
な
る
問
題
ヶ
件
ふ
こ
さ
を
漁
期
せ
ぎ
る
を
符
ざ
る
な
り
。
一
七
二
四
年
「
よ
1
く
・
ろ
ん
さ
わ
l
ぷ
』
規
則
七
九
商
業
さ
経
済
八
O 
規
則
第
十
九
俊
申
告
を
結
局
さ
十
又
は
不
買
の
申
告
を
局
し
た
る
積
荷
に
濁
す
る
制
裁
規
定
に
し
て
大
陸
諸
園
及
び
我
商
法
に
は
類
似
の
規
定
あ
b
、
蓋
し
適
切
の
附
加
規
定
た
る
を
失
は
ま
る
ぺ
し
。
規
則
第
二
十
傑
本
僚
は
米
園
の
取
扱
を
採
り
・
容
れ
規
則
第
十
傑
及
び
第
十
一
一
保
所
定
の
避
難
港
費
用
の
範
国
営
撰
張
し
て
避
難
港
に
航
行
す
る
結
局
め
に
生
十
る
航
海
の
延
長
中
に
要
す
る
焚
料
貯
蔵
口
問
及
び
船
員
給
食
料
並
に
避
難
港
碇
泊
中
に
於
け
る
焚
料
及
び
貯
戒
ロ
聞
が
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
こ
さ
を
認
め
た
る
も
の
な
り
。
蓋
し
此
等
費
用
た
る
第
十
傑
及
び
第
十
一
俊
規
定
の
諸
費
用
之
理
論
上
其
性
質
を
同
ふ
す
る
を
以
て
な
h
o
而
し
て
所
謂
航
海
の
延
長
中
(
L
E
D
m
F
O
H
)円。
]oapzoDO
ご
Z
5
3
m
o
)
さ
は
避
難
港
に
航
行
す
る
聞
の
み
な
ら
争
原
位
置
に
復
す
る
迄
の
航
海
ぞ
4
0
合
む
も
の
な
る
は
勿
論
な
り
ざ
す
。
規
則
第
二
十
一
俊
本
僚
亦
米
園
の
取
扱
に
則
b
共
同
海
損
費
用
に
謝
し
二
分
の
手
数
料
を
許
し
た
る
外
分
搭
関
係
者
以
外
の
第
三
者
が
資
金
を
供
給
し
た
る
場
合
に
於
て
は
共
調
達
に
要
す
る
費
用
者
し
又
費
用
支
排
の
免
め
積
荷
が
貢
却
せ
ら
る
〉
さ
き
は
其
損
害
が
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
k
h
こ
ご
を
認
め
た
り
、
共
同
海
損
費
用
の
前
渡
金
に
劃
す
る
保
険
料
に
什
亦
然
久
而
し
て
此
等
は
何
れ
も
正
勝
田
の
追
加
規
定
さ
謂
ふ
を
妨
げ
歩
。
右
二
分
の
手
数
料
は
共
同
海
損
費
用
支
鉾
者
が
般
主
た
る
を
常
態
さ
す
る
が
故
に
多
く
の
場
合
船
主
の
取
得
す
る
所
さ
な
る
も
の
な
る
が
此
賂
は
次
保
共
同
海
損
に
利
息
を
附
す
る
の
規
定
さ
相
侯
っ
て
船
主
を
し
て
積
極
的
に
所
要
資
金
を
供
給
せ
し
な
る
に
至
ら
し
む
る
の
殺
果
あ
る
べ
き
も
地
方
俄
梯
に
関
す
る
第
二
十
三
僚
の
規
定
が
濫
用
せ
ら
る
〉
ご
き
は
無
意
味
に
般
主
に
利
得
を
許
容
す
る
給
呆
を
生
歩
る
こ
さ
〉
な
る
ぺ
し
。
規
則
第
二
十
二
俊
共
同
海
損
た
る
費
用
に
謝
し
て
は
利
息
を
附
す
ぺ
し
と
の
要
望
は
多
数
般
主
の
聞
に
久
し
く
強
烈
な
b
し
が
新
規
則
は
米
図
の
取
扱
に
倣
ひ
費
用
の
み
な
ら
十
損
害
其
他
一
切
の
積
極
財
図
に
調
し
精
算
終
了
の
日
ま
で
の
開
法
定
利
息
又
は
一
ヶ
年
五
分
の
利
息
を
附
す
る
こ
さ
を
認
め
た
り
、
た
い
何
時
よ
b
利
息
を
附
す
ぺ
き
か
を
規
定
せ
.
さ
る
は
不
備
た
る
を
免
れ
子
、
米
閣
の
取
扱
は
費
用
は
支
出
の
時
又
損
害
は
後
生
の
時
よ
b
利
息
を
附
す
る
も
の
さ
す
、
費
用
に
付
て
は
支
出
の
時
ご
な
す
ぺ
き
は
蛍
然
な
る
も
損
害
に
付
て
は
航
海
終
了
の
時
さ
な
す
を
以
て
衡
平
に
し
て
且
規
則
G
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
適
合
す
る
も
の
芯
謂
ふ
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
I
ぷ
」
規
則
八
商
業
主
経
済
八
〈
主
:
I、
?
」
O
A
き
「
住
T
b
規
則
第
二
十
三
俊
本
保
規
定
す
る
所
は
英
闘
賞
際
の
取
扱
に
し
て
近
時
大
陸
諸
図
及
び
我
図
保
険
業
者
の
問
に
於
て
も
漸
次
採
用
す
る
に
至
れ
る
所
に
し
て
其
正
蛍
な
る
こ
ご
は
一
一
一
口
を
侯
た
子
、
郎
も
供
託
金
の
性
質
を
明
か
に
す
る
さ
共
に
之
を
特
別
の
預
金
三
し
て
往
々
に
し
て
般
主
が
自
己
の
営
業
費
に
流
用
す
る
が
如
き
こ
ご
な
か
ら
し
め
た
る
も
の
な
り
。
新
規
則
の
採
用
新
規
則
が
其
細
目
に
於
て
猶
不
完
全
た
る
を
兎
れ
ざ
る
は
否
む
ぺ
か
ら
ぎ
る
所
に
し
て
之
を
一
般
原
則
に
関
す
る
規
定
に
付
て
一
五
へ
ば
共
規
定
す
る
所
税
抽
象
的
に
過
ぎ
区
々
の
解
蒋
を
誘
導
し
易
き
徐
地
充
分
な
る
ご
共
に
買
務
規
則
に
付
て
翻
れ
ば
幾
多
不
備
の
規
定
を
包
蔵
せ
り
、
印
も
巳
に
各
僚
の
説
明
に
蛍
b
逃
ぺ
た
る
諸
結
の
外
陸
揚
地
を
田
氏
に
す
る
積
荷
聞
の
分
鎗
方
治
、
所
謂
数
次
の
救
助
作
業
(nos-a
笠
宮
向
。
。
句
己
主
。
ロ
ω)
あ
る
場
合
に
於
け
る
取
扱
、
O
N
替
換
算
等
巳
じ
守
ご
な
り
た
る
問
題
を
未
決
の
佳
留
保
し
た
る
が
結
局
め
に
賢
際
精
算
に
蛍
b
蹄
決
を
得
る
に
困
難
を
戚
悲
し
な
る
の
結
鮮
な
か
ら
子
、
併
し
乍
ら
斯
く
の
如
き
は
復
雑
な
る
共
同
海
損
に
閲
す
る
最
初
の
統
一
規
則
ざ
し
て
は
寧
ろ
兎
か
る
べ
か
ら
ぎ
る
の
数
ご
謂
ふ
ぺ
く
其
完
壁
は
徐
々
の
改
善
補
充
争
以
て
之
を
後
日
に
期
せ
ゴ
る
ぺ
か
ら
争
、
而
し
て
新
規
則
は
之
を
各
図
の
現
行
注
に
比
し
宅
建
か
に
完
備
せ
る
も
の
さ
謂
ふ
を
妨
げ
e
さ
る
の
み
な
ら
歩
賞
務
規
則
の
み
を
以
て
し
て
多
岐
に
亙
る
各
図
治
の
補
充
に
侯
つ
奮
規
別
に
比
し
て
共
同
海
損
取
扱
の
確
貫
性
さ
統
一
性
を
保
詮
せ
る
黙
は
到
底
同
日
の
談
に
非
ざ
る
や
明
白
な
b
。
是
を
以
.
て
新
規
則
は
一
般
の
観
迎
す
る
所
さ
な
り
漸
次
各
図
営
業
者
聞
に
採
用
せ
ら
れ
ん
ご
す
る
の
形
勢
に
あ
b
、
乃
ら
一
九
二
四
年
十
月
中
偽
闘
船
主
中
央
委
員
合
会
事
合
(
の
gl
ω
の
己
含
め
o
Eえ
の
め
三
三
号
ω
〉
吋
自
主
2
3
己
o
p
g
B
)
及
び
同
園
運
送
保
険
舎
一
枇
組
合
聯
令
舎
(
C
E
O
D
色
。
∞
吉
弘
一
g
月二
o
の
0
5
3山口一の
ω
宍
〉
ω
ロ
門
戸
口
の
め
の
O
D
Z
己
o
E
Z
c
g
色
。
吋
5
5勺
Q
「円二
O
B
E
O
5
2
5
)
率
先
し
て
新
規
則
の
採
用
を
提
唱
し
亜
で
十
一
月
中
英
図
ろ
ゐ
ざ
保
険
者
協
合
及
び
倫
敦
、
李
浦
、
ぐ
ら
す
ご
う
の
各
保
険
者
協
合
並
に
倫
敦
一
般
船
主
組
合
(円。ロ仏
op
ののロ
RmHHmr一句。巧
Dmu『九
mOの一
oqu
海
運
合
議
所
委
事
舎
(
の
g
E
-
oご
}
屈
の
E
B
Z
3
3
E号
宮
内
)
李
浦
船
主
協
舎
(
F
5
G
o
o
-
m
r
f
0
5】
034
と
ω
O
の
一
色
。
ロ
)
亦
新
規
則
の
採
用
を
議
決
す
る
に
至
b
以
後
同
図
船
主
食
主
及
び
保
険
者
の
各
図
陸
相
次
で
同
様
の
決
議
を
結
局
し
爾
来
丁
、
和
、
伊
、
瑞
、
那
諸
国
の
蛍
業
者
漸
次
之
に
倣
ヘ
b
c
加
例
b
米
合
衆
図
及
び
溺
逸
雨
図
の
蛍
業
者
は
新
規
則
の
採
用
に
反
お
し
其
侠
陥
を
指
摘
し
一
九
二
四
年
「
よ
l
く
・
あ
ん
ざ
わ
l
ぷ
』
規
則
入
商
業
さ
経
済
入
四
て
規
則
の
再
議
を
要
求
し
つ
〉
あ
る
も
業
主
張
は
多
く
自
園
の
漆
律
憤
脅
に
立
脚
し
寧
ろ
其
注
律
慣
習
が
規
則
中
に
採
容
れ
ら
れ
た
る
分
量
砂
し
芯
す
る
戚
情
論
を
交
ゆ
る
駄
に
於
て
大
な
る
同
情
を
得
る
能
は
や
J
且
つ
高
一
規
制
一
再
議
の
要
求
を
容
る
¥
A
に
於
て
は
惑
に
各
闘
が
各
自
の
主
張
を
固
執
す
る
に
至
る
の
良
あ
b
互
譲
の
結
果
成
立
し
た
る
規
則
は
遂
に
崩
壊
に
鯨
す
る
，
こ
さ
な
き
を
保
せ
ゴ
る
を
以
て
不
可
な
b
さ
せ
ら
る
、
加
之
、
多
数
海
運
図
の
形
勢
が
前
述
の
如
く
な
る
を
以
て
米
濁
商
閣
も
亦
結
局
新
規
則
を
事
買
に
於
て
採
用
せ
5
る
を
得
ざ
る
べ
き
も
の
ご
信
壱
ら
る
。
せ
ら
れ
漸
次
一
入
九
O
年
規
則
に
代
b
つ
〉
あ
b
、
而
し
て
新
規
則
は
終
楽
に
於
て
多
少
の
斯
〈
て
新
規
則
は
多
数
図
静
岡
業
者
に
依
b
て
採
用
修
正
補
充
を
加
へ
ら
る
〉
こ
さ
あ
る
ぺ
き
も
再
議
に
附
せ
ら
れ
根
本
的
改
康
の
運
命
に
逢
着
す
る
が
如
き
こ
三
な
か
る
ぺ
き
を
信
子
。
新
規
則
誇
文
規
則
人
共
同
海
損
行
怨
ご
は
航
海
に
閲
奥
せ
る
財
産
を
保
存
す
る
目
的
を
以
て
共
同
安
全
の
結
局
め
非
常
的
犠
牲
又
は
費
用
を
故
意
且
つ
正
蛍
に
生
色
し
な
る
事
診
謂
ふ
。
規
則
B.
共
同
海
損
た
る
犠
牲
及
び
費
用
は
以
下
の
規
定
に
従
ひ
分
携
義
務
ゐ
る
各
利
害
関
係
人
に
於
て
負
援
す
べ
き
も
の
ご
す
。
i
I
 
却
M
H
A
Fし
共
同
海
損
行
結
局
の
直
接
の
結
果
た
る
損
害
、
損
失
又
は
費
用
に
限
b
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
。
航
海
の
遅
延
に
因
b
船
舶
又
は
積
荷
の
受
た
る
損
害
又
は
損
失
並
に
碇
泊
料
及
び
市
場
損
失
の
如
き
航
海
の
遅
延
よ
b
生
十
る
間
接
損
害
は
共
同
海
損
た
る
を
得
歩
規
則
D.
共
同
海
損
に
於
て
分
擦
を
受
〈
る
の
権
利
は
犠
牲
又
は
費
用
を
生
色
し
め
た
る
出
来
事
が
航
海
の
利
害
関
係
人
の
過
失
に
原
因
し
た
る
ご
き
さ
雄
も
害
せ
ら
る
〉
こ
さ
な
き
も
の
ご
す
但
し
過
失
者
に
劃
す
る
求
償
を
妨
げ
や
J
G
規
則
旦
損
失
又
は
費
用
が
遁
品
目
田
に
共
同
海
損
さ
し
て
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
こ
ご
を
立
設
す
る
の
責
任
は
請
求
人
に
在
る
も
の
ご
す
。
規
則
hL
一
九
二
四
年
『
よ
I
く
・
あ
ん
さ
わ
1
ぷ
』
規
則
八
五
商
業
主
経
済
入
六
共
同
一
海
損
ご
し
て
計
上
せ
ら
る
ぺ
か
b
し
他
の
費
用
に
代
え
て
生
じ
た
る
係
分
の
費
用
は
共
同
海
損
さ
宥
倣
し
・
共
同
海
損
に
計
上
す
但
し
共
額
は
節
約
せ
ら
れ
た
る
共
同
海
損
費
用
を
超
ゆ
る
事
を
得
手
。
1
1
・
茄
即
G
共
同
海
損
は
却
損
失
又
は
分
擦
に
闘
し
航
海
終
了
の
時
及
び
地
に
於
け
る
債
格
に
基
き
精
算
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
。
前
項
の
規
定
は
精
算
書
作
成
地
の
決
定
密
室
日
せ
や
。
規
則
第
一
一
候
投
子者
積
荷
か
承
認
せ
ら
れ
た
る
商
慣
習
に
従
ひ
運
送
せ
ら
る
〉
に
非
ゴ
れ
ば
共
投
棄
は
共
同
海
損
ご
し
て
賠
償
せ
ら
れ
5
る
も
の
ご
す
。
規
則
第
二
俊
共
同
安
全
の
忽
め
の
投
荷
及
び
犠
牲
に
因
る
損
害
共
同
安
全
の
結
局
め
に
行
は
れ
た
る
犠
牲
に
因
り
又
は
其
結
果
ざ
し
て
並
に
共
同
安
全
の
結
局
め
投
荷
を
行
ふ
目
的
を
以
て
開
放
し
た
る
船
舶
の
姶
口
其
他
の
孔
口
よ
b
浸
入
し
た
る
水
に
因
b
船
舶
及
び
積
荷
又
は
実
何
れ
か
じ
被
ら
し
め
た
る
損
害
は
共
同
海
損
ご
し
て
賠
償
せ
ら
る
べ
き
も
の
さ
す
。
規
則
第
三
俊
般
舶
内
に
於
け
る
火
災
の
消
防
船
舶
内
に
於
け
る
火
災
の
消
防
に
際
し
水
其
他
に
因
b
並
じ
燃
焼
中
の
般
舶
を
浅
瀬
に
来
相
妨
げ
又
は
船
底
に
穿
孔
洗
渡
せ
し
む
る
こ
さ
に
因
り
般
舶
及
び
積
荷
又
は
其
何
れ
か
に
被
ら
し
め
た
る
損
害
は
共
同
海
損
注
し
て
賠
償
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
ご
す
但
己
に
火
災
に
躍
れ
る
舶
舶
又
は
散
積
積
荷
の
部
分
若
し
く
は
積
荷
の
各
個
の
荷
迭
に
被
ら
し
め
た
る
損
害
に
お
し
て
は
賠
償
ぞ
匁
さ
、
ざ
る
も
の
ご
す
。
規
則
第
四
僚
難
破
物
の
切
断
難
破
物
又
は
巳
に
海
上
危
険
の
匁
め
に
破
損
せ
ら
れ
た
る
帆
桁
又
は
其
他
の
物
の
残
存
物
仕
切
断
す
る
こ
さ
に
因
り
て
生
じ
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
援
さ
し
て
賠
償
せ
ら
れ
ぎ
る
も
の
さ
す
規
則
第
五
俊
任
意
坐
礁
船
舶
か
故
意
に
来
揚
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
若
し
其
手
段
を
執
ら
ぎ
れ
ば
般
舶
が
海
岸
叉
は
岩
石
に
吹
付
ら
れ
た
る
べ
き
こ
さ
必
然
な
る
事
情
あ
る
ご
き
は
其
故
怠
の
乗
揚
に
因
hd
般
舶
積
荷
及
び
運
賃
又
は
其
何
れ
か
に
生
じ
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
援
さ
し
て
賠
償
せ
ら
れ
ぎ
る
も
の
ご
す
、
但
其
他
一
切
の
場
合
に
於
て
舵
舶
が
共
同
安
全
の
怨
め
故
意
に
一
九
二
四
年
『
よ
I
く
・
あ
ん
て
わ
l
ぷ
」
規
則
八
七
商
業
さ
経
済
八
八
来
揚
ら
れ
た
る
さ
き
は
其
結
果
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
損
さ
し
て
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
ご
す
。
規
則
第
六
俊
机
の
強
張
l
帆
ノ
損
害
又
は
損
失
共
同
安
全
の
忽
め
般
舶
を
離
礁
せ
し
め
又
は
一
層
高
く
衆
揚
し
な
る
こ
ご
に
因
b
生
じ
た
る
机
及
び
帆
桁
又
は
其
何
れ
か
の
損
害
又
は
損
失
は
共
同
海
損
ご
し
て
賠
償
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
但
般
舶
が
浮
揚
中
な
る
さ
き
は
机
の
強
張
に
因
b
船
舶
積
荷
及
び
運
賃
又
は
其
何
れ
か
に
生
し
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
損
さ
し
て
賠
償
せ
ら
れ
。
さ
る
も
の
さ
す
。
規
則
第
七
俊
般
舶
の
海
揚
に
際
し
生
じ
た
る
機
関
の
損
害
来
揚
中
に
し
て
且
危
険
の
放
態
に
あ
る
般
舶
を
浮
揚
せ
し
め
ん
ご
し
て
其
汽
機
及
び
汽
鍍
に
生
悲
し
め
た
る
損
害
は
其
損
害
を
回
向
し
て
共
同
安
全
の
匁
め
般
舶
を
浮
揚
せ
ん
さ
す
る
現
買
の
意
思
よ
り
生
じ
た
る
こ
ご
が
立
詮
せ
ら
る
〉
さ
き
は
共
同
海
損
に
計
上
す
、
但
舵
舶
か
浮
揚
中
な
る
ご
き
は
汽
機
及
び
汽
銭
の
使
用
に
因
b
生
じ
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
損
ご
し
て
賠
償
せ
ら
れ
ぎ
る
も
の
さ
す
。
規
則
第
入
俊
来
揚
中
般
舶
の
般
足
軽
減
の
結
局
め
の
費
用
及
び
其
結
果
た
る
損
害
船
舶
が
乗
揚
中
積
荷
並
に
般
舶
の
焚
料
及
び
貯
蔵
品
又
は
其
何
れ
か
い
Y
共
同
海
損
行
怨
さ
し
て
積
卸
さ
る
〉
三
き
は
船
足
軽
減
の
匁
め
の
徐
分
の
費
用
、
勝
賞
及
び
必
要
ε
し
た
る
再
積
込
の
費
用
並
に
之
に
因
b
て
生
じ
た
る
損
失
又
は
損
害
は
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
ご
す。
規
則
第
九
俊
焚
料
に
代
用
せ
ら
れ
た
る
般
舶
の
材
料
及
び
貯
減
品
危
険
に
際
し
共
同
安
全
の
匁
め
焚
料
の
代
用
ざ
し
て
必
然
的
じ
燃
焼
せ
ら
れ
た
る
船
舶
の
材
料
及
び
貯
蔵
ロ
聞
は
珠
め
充
分
な
る
焚
料
の
供
給
ゐ
b
た
る
場
合
に
限
り
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
ご
す
但
消
費
せ
ら
れ
た
る
べ
き
焚
料
の
見
積
量
を
般
舶
の
最
後
の
後
航
港
に
於
け
る
成
就
航
日
の
市
債
を
以
て
計
算
し
た
る
も
の
&
共
同
海
損
よ
b
控
除
す
る
こ
さ
を
要
す
。
規
則
第
十
俊
(A)
避
難
港
其
他
に
於
け
る
費
用
般
舶
が
偶
然
の
出
来
事
、
犠
牲
又
は
其
他
の
非
常
的
事
情
じ
因
b
共
同
安
全
の
忽
め
の
必
要
よ
b
避
難
港
に
入
港
し
又
は
積
込
港
に
鶴
港
し
た
る
ご
き
は
其
入
浴
の
費
用
は
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
さ
す
般
舶
が
元
の
積
荷
の
全
部
又
は
一
部
を
積
載
L
之
よ
b
後
航
し
た
る
ご
さ
は
入
港
又
は
蹄
港
の
結
果
た
る
後
航
の
費
用
に
付
亦
同
じ
規
則
第
十
俊
(B)
積
込
港
、
寄
航
港
又
は
避
難
浴
に
於
け
る
積
荷
焚
料
、
又
は
貯
戒
口
仰
の
船
内
荷
役
又
は
積
卸
の
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
ざ
わ
l
ぷ
』
規
則
八
九
商
業
主
経
済
九
O 
費
用
は
其
荷
役
又
は
積
卸
が
共
同
安
全
の
匁
め
必
要
な
る
か
又
は
航
海
を
安
全
に
継
続
す
る
結
局
め
犠
牲
又
は
出
来
事
に
因
b
て
生
じ
た
る
舵
舶
の
損
害
を
修
繕
す
る
に
必
要
な
b
し
ご
き
は
共
同
海
損
た
る
ぺ
き
も
の
ご
す
。
規
則
第
十
俊
(
C
)
積
荷
、
焚
料
又
は
貯
減
口
聞
の
荷
役
又
は
芯
卸
の
費
用
が
共
同
海
損
た
る
さ
き
は
積
荷
、
焚
料
又
は
貯
戒
口
聞
の
再
積
込
及
び
積
付
の
費
用
並
に
一
切
の
保
管
の
費
用
(
必
要
吉
し
た
る
火
災
保
険
料
を
合
な
)
も
亦
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
さ
す
但
舶
舶
か
不
通
航
を
宣
告
せ
ら
れ
又
は
元
の
航
海
を
縫
綾
せ
ぎ
る
さ
き
は
不
通
航
の
宣
告
又
は
航
海
放
棄
の
日
以
後
に
要
し
た
る
保
管
の
費
用
は
共
同
海
損
た
る
を
得
す
。
積
荷
の
蔵
卸
の
完
了
以
前
に
於
て
船
舶
の
不
通
航
の
宣
告
又
は
航
海
の
放
棄
あ
る
三
き
は
前
項
保
管
の
費
用
は
茄
卸
完
了
の
日
ま
で
を
限
り
共
同
海
損
た
る
ぺ
き
も
の
さ
す
。
規
則
第
十
傑
(
D
)
損
傷
を
一
被
む
れ
る
般
舶
が
全
部
の
積
荷
を
運
送
す
る
に
必
要
な
る
修
法
を
施
行
し
得
ぺ
き
港
に
狂
る
場
合
に
於
て
他
の
修
繕
港
又
は
到
達
港
に
曳
般
せ
ら
れ
若
く
は
積
荷
の
全
部
又
は
一
部
が
他
の
般
舶
に
積
替
ら
れ
又
は
其
他
の
方
法
に
依
り
送
達
せ
ら
る
¥
与
さ
き
は
共
曳
姉
、
積
替
R
A
び
送
達
又
は
其
何
れ
か
の
徐
分
の
費
用
は
各
利
害
関
係
人
に
於
て
節
約
せ
ら
れ
た
る
非
常
的
費
用
の
割
合
に
応
じ
支
梯
ふ
べ
き
も
の
さ
す
但
節
約
せ
ら
れ
た
る
徐
分
の
費
用
の
額
を
超
ゆ
る
こ
さ
を
得
す
。
規
則
第
十
一
保
避
難
港
共
他
に
於
け
る
般
員
の
給
食
料
規
則
第
十
僚
に
規
定
し
た
る
事
情
に
依
り
又
は
修
絵
の
目
的
を
以
て
船
舶
が
避
難
港
其
他
に
入
港
し
又
は
碇
泊
し
た
る
ご
さ
は
船
舶
が
航
海
を
総
絞
す
る
準
備
整
頓
し
又
は
整
頓
す
ぺ
か
b
し
日
ま
で
の
其
港
に
於
け
る
徐
分
の
碇
泊
期
間
中
般
長
及
び
船
員
に
支
梯
は
る
ぺ
き
給
料
並
に
其
食
料
は
共
同
海
お
た
る
ぺ
き
も
の
ご
す
但
般
舶
が
不
趨
航
を
宣
告
せ
ら
れ
又
は
元
の
航
海
を
縫
続
せ
ぎ
右
ご
さ
は
般
舶
の
不
趨
航
の
宣
告
の
日
又
は
航
海
放
棄
の
日
以
後
に
生
じ
た
る
般
長
及
び
船
員
の
給
料
及
び
食
料
は
共
同
海
損
た
る
を
得
す
積
荷
の
積
卸
の
完
了
以
前
に
於
て
般
舶
の
不
通
航
の
宣
告
又
は
航
海
の
放
棄
ゐ
る
さ
き
は
前
項
船
員
の
給
料
及
び
食
料
は
積
荷
完
了
の
日
ま
で
を
限
b
共
同
海
損
た
る
ぺ
き
も
の
さ
す
。
規
則
第
十
二
僚
積
卸
共
他
の
場
合
に
於
け
る
積
荷
の
損
害
荷
役
務
卸
、
倉
入
h
再
加
込
及
び
積
付
の
作
業
に
際
し
生
じ
た
る
積
荷
、
焚
料
又
は
貯
減
ロ
仰
の
損
害
又
は
損
失
は
共
各
彪
置
に
付
要
し
た
る
費
用
が
共
同
海
損
た
る
場
合
に
限
b
共
同
海
損
一
九
ニ
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
1
ぷ
』
規
則
九
商
業
さ
経
済
九
ご
し
て
賠
償
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
。
規
則
第
十
三
俊
修
繕
費
よ
b
の
控
除
共
同
海
援
の
精
算
に
際
し
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
修
繕
費
は
新
奮
交
換
さ
し
て
以
下
、
の
控
除
雪
行
は
る
べ
き
も
の
さ
子
。
銭
舵
又
は
鋼
般
の
場
合
に
於
て
新
造
登
録
の
日
よ
b
遭
難
の
日
ま
で
。
(A) 
ヶ
年
未
満
の
も
の
塗
料
又
は
塗
替
安
よ
b
三
分
の
一
宇
佐
控
除
す
る
外
一
切
の
修
繕
費
の
金
額
を
計
上
す
。
(B) 
一
ヶ
年
以
上
三
ヶ
年
未
満
の
も
の
般
世
の
木
造
部
分
、
梧
、
帆
桁
、
室
内
装
備
品
、
室
内
装
飾
品
、
陶
器
、
金
属
、
及
び
硝
子
製
器
具
、
帆
、
索
具
、
各
種
鋼
索
、
机
索
及
び
大
索
(
但
銭
銅
線
及
び
鎖
骨
除
く
)
日
覆
、
夜
布
、
の
修
総
費
及
び
新
製
費
並
に
塗
料
よ
b
三
分
の
一
ケ
控
除
す
、
銭
鋼
索
具
、
銭
鋼
索
、
及
び
銭
鋼
大
索
、
無
線
電
信
装
置
、
錨
鎖
及
び
鎖
、
絶
縁
装
置
.
副
汽
機
、
汽
カ
操
舵
機
具
及
び
其
附
属
品
、
汽
カ
揚
貨
機
及
び
其
附
属
品
、
汽
カ
起
重
機
及
び
其
附
属
品
並
に
電
気
機
械
は
其
六
分
の
一
を
控
除
す
其
他
の
修
総
費
は
会
額
を
計
上
す
。
(C) 
ニ
ヶ
年
以
上
六
ヶ
年
未
満
の
も
の
結
総
装
置
よ
り
三
分
の
つ
桔
及
び
帆
桁
の
銭
製
部
分
並
に
一
切
の
機
械
(
汽
鐙
及
び
其
附
属
品
を
合
む
)
よ
b
六
分
の
一
を
控
除
す
る
外
(B)
項
規
定
の
控
除
を
行
ふ
。
(D) 
六
ヶ
年
以
上
十
ヶ
年
未
満
の
も
の
倍
、
帆
桁
ノ
銭
製
部
分
、
副
汽
機
、
汽
カ
操
舵
機
具
、
揚
貨
機
、
起
重
機
及
び
其
附
属
品
に
一
切
の
機
械
(
汽
路
及
び
其
附
属
品
を
合
む
)
無
線
電
信
装
置
及
び
一
切
の
大
索
、
銅
索
、
帆
索
及
び
索
具
の
修
繕
費
及
び
新
製
費
よ
り
三
分
の
一
を
控
除
す
る
外
(C)
項
規
定
の
控
除
を
行
ふ
。
(E) 
拾
ヶ
年
以
上
拾
五
ヶ
年
未
満
の
も
の
結
睦
の
銭
製
部
分
及
び
(
セ
メ
ン
ト
」
施
行
部
分
並
に
錨
鎖
よ
り
六
分
の
一
念
控
除
す
る
外
一
切
の
修
繕
費
及
び
新
製
費
よ
b
三
分
の
一
を
控
除
す
、
但
錨
は
金
額
密
計
上
す
。
(
F
)
 
一
切
の
修
法
費
及
び
新
製
費
よ
り
三
分
の
一
を
控
除
す
、
但
錨
は
金
額
を
計
上
し
錨
鎖
よ
b
六
分
の
一
を
控
除
す
。
一
般
に
(
食
料
品
、
及
び
貯
寂
口
問
、
絶
縁
装
置
、
無
線
電
信
装
置
、
汽
機
及
び
汽
鐘
を
除
き
)
以
(G) 
上
の
控
除
は
船
舶
の
年
齢
に
依
b
決
定
す
る
を
要
し
控
除
が
行
は
る
べ
き
般
舶
の
各
部
分
の
年
齢
に
依
ら
，
さ
る
も
の
ご
す
、
船
底
塗
料
は
遭
難
の
日
よ
b
六
グ
月
以
内
に
塗
替
ら
れ
た
る
場
合
の
外
之
を
計
上
せ
子
、
新
替
を
忽
す
こ
芯
な
く
し
て
修
絵
せ
ら
れ
た
る
答
材
料
並
に
一
六
二
四
年
『
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
l
ぷ
』
規
則
九
商
業
さ
控
訴
九
四
使
用
中
に
非
ぎ
る
食
料
品
、
貯
減
品
及
び
機
具
に
付
て
は
控
除
を
行
は
歩
。
木
造
般
又
は
銭
骨
木
造
船
の
場
合
に
於
て
般
舶
が
新
造
登
録
の
日
よ
b
一
ヶ
年
未
満
な
る
さ
き
は
新
宮
交
換
を
行
は
宇
一
ヶ
年
以
上
の
さ
き
は
三
分
の
一
を
控
除
す
但
錨
は
金
額
を
計
上
し
錨
鎖
よ
b
は
六
分
の
一
を
控
除
す
。
使
用
中
に
非
.
さ
る
食
料
品
及
び
貯
減
日
間
よ
b
は
控
除
密
行
は
子
金
属
加
底
被
覆
材
は
剥
ぎ
取
り
た
る
材
料
の
総
古
一
畳
に
相
蛍
す
る
霊
長
の
債
格
さ
寄
金
属
材
の
頁
却
手
取
金
ご
の
差
額
を
計
上
す
、
釘
、
毛
紙
及
び
張
替
安
よ
り
は
三
分
の
一
を
控
除
す
。
般
舶
が
推
進
機
、
冷
蔵
機
、
電
機
共
他
の
機
械
又
は
絶
縁
装
置
若
く
は
無
線
電
信
装
置
を
取
付
ら
れ
た
る
も
の
な
る
さ
き
は
其
機
械
.
絶
縁
装
置
又
は
無
線
電
信
装
置
の
修
繕
費
よ
り
銭
般
又
は
銅
舶
の
場
合
さ
同
一
の
控
除
を
行
ふ
。
一
般
般
舶
の
場
合
に
於
て
一
切
の
般
舶
に
付
湾
曲
せ
る
鍛
製
部
分
の
曲
b
直
し
の
費
用
並
に
取
外
し
及
び
取
付
の
費
用
は
.
会
綴
を
計
上
す
。
般
渠
料
並
に
出
入
渠
の
費
用
.
事
力
賃
、
曳
揚
台
、
足
場
及
び
般
渠
材
料
の
使
用
料
は
金
額
を
計
上
す
。
規
則
第
十
四
僚
俄
修
繕
共
同
安
全
の
匁
め
若
く
は
共
同
海
損
た
る
犠
牲
に
因
り
て
生
し
た
る
損
害
じ
付
積
込
港
、
寄
航
港
又
は
避
難
港
に
於
て
般
舶
に
仮
修
絡
を
施
行
し
た
る
ご
さ
は
其
俄
修
繕
の
費
用
は
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
ご
す
、
但
単
に
航
海
を
完
了
せ
し
む
る
忽
め
偶
然
的
の
損
守
一
向
に
付
俄
修
絵
を
施
行
し
た
る
ご
さ
は
其
修
繕
の
費
用
は
依
修
繕
を
施
行
せ
ぎ
り
せ
ば
必
要
ご
し
且
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
れ
た
る
ぺ
か
b
し
費
用
の
節
約
せ
ら
れ
た
る
額
を
限
b
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
ご
す
。
共
同
海
援
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
仮
修
繕
の
費
用
よ
り
は
'
新
奮
交
換
の
控
除
を
行
は
子
。
規
則
的
帰
十
五
佼
運
賃
の
損
失
積
荷
の
損
害
又
は
損
失
に
起
因
す
る
運
賃
の
損
失
は
共
同
海
損
行
怨
に
因
b
て
生
じ
た
る
か
又
は
積
荷
の
損
害
又
は
損
失
が
共
同
海
損
さ
し
て
賠
償
せ
ら
る
〉
さ
き
は
共
同
海
損
さ
し
て
賠
償
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
。
損
失
に
蹄
し
た
る
総
運
賃
よ
b
は
所
有
者
が
其
運
賃
股
待
の
匁
め
に
支
抑
制
ふ
べ
か
b
し
費
用
に
し
て
犠
牲
の
結
果
支
梯
は
ぎ
b
し
も
の
合
控
除
す
る
こ
さ
ケ
要
す
。
規
則
第
十
六
俊
犠
牲
に
因
り
損
失
又
は
損
害
を
受
け
た
る
積
荷
じ
製
す
る
賠
償
額
一
九
二
四
年
『
よ
I
く
・
め
ん
さ
わ
1
ぷ
」
規
則
九
五
商
業
さ
経
済
九
六
犠
牲
ざ
な
り
た
る
積
荷
の
損
害
又
は
損
失
に
讃
し
共
同
海
損
芯
し
て
賠
償
せ
ら
る
ぺ
き
額
は
犠
牲
に
因
b
て
積
荷
の
所
有
者
が
被
b
た
る
損
失
さ
し
般
舶
の
到
達
の
日
又
若
し
航
海
が
元
の
到
達
港
以
外
の
地
に
於
て
終
了
す
る
さ
き
は
共
航
海
終
了
の
蛍
時
に
於
け
る
市
場
債
格
に
依
り
て
之
を
計
算
す
ぺ
き
も
の
ご
す
。
損
害
を
受
け
た
る
積
荷
が
到
達
後
資
却
せ
ら
る
〉
さ
き
は
共
同
海
損
に
於
て
賠
償
せ
ら
る
ぺ
き
損
失
は
般
舶
到
達
の
日
に
於
け
る
安
全
債
格
に
頁
却
手
取
金
さ
頁
却
の
日
に
於
け
る
安
全
債
格
さ
の
比
較
よ
り
生
宇
る
損
害
率
を
乗
じ
計
算
す
べ
き
も
の
さ
す
。
規
則
第
十
七
傑
分
携
債
格
共
同
海
援
の
分
擦
は
航
海
終
了
の
時
に
於
け
る
財
産
の
現
実
の
正
味
債
格
に
犠
牲
ざ
な
り
た
る
財
産
に
封
し
共
同
海
損
さ
し
て
賠
償
せ
ら
れ
た
る
額
を
加
へ
た
る
も
の
ぞ
基
礎
ご
し
之
を
行
ふ
も
の
さ
す
、
但
危
険
に
採
さ
れ
た
る
船
舶
所
有
者
の
運
賃
及
び
族
客
運
賃
よ
り
は
共
同
海
損
行
局
局
あ
b
た
る
日
に
於
て
般
舶
及
び
積
荷
が
全
部
滅
失
し
た
り
さ
せ
ば
支
梯
ふ
こ
芯
を
要
せ
ざ
る
ぺ
き
運
賃
股
得
の
費
用
並
に
般
員
の
給
料
に
し
て
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
れ
玄
る
も
の
な
控
除
す
ぺ
〈
財
産
の
債
格
よ
り
は
共
同
海
損
行
ゑ
あ
b
た
る
以
後
に
於
て
其
財
産
に
付
要
し
た
る
費
用
に
し
て
共
同
海
援
に
計
上
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
を
控
除
す
る
を
要
す
。
族
客
手
荷
物
及
び
身
廻
ロ
聞
に
し
て
船
荷
詮
券
を
後
行
せ
ら
れ
.
さ
る
も
の
は
共
同
海
援
を
分
援
す
る
を
要
せ
歩
。
規
則
第
十
入
保
船
舶
の
損
害
修
法
せ
ら
れ
又
は
取
換
ら
れ
た
る
般
舶
共
機
関
及
び
機
具
の
損
害
又
は
損
失
の
共
同
海
損
ご
し
て
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
綴
は
其
損
害
又
は
損
失
を
修
絵
又
は
取
換
を
怨
す
に
要
す
る
現
寅
且
正
蛍
の
費
用
ざ
す
但
宮
材
料
が
新
材
料
を
以
て
取
換
ら
る
K
A
T
-
』
き
は
規
則
第
十
三
僚
規
定
の
控
除
を
ゑ
す
こ
ご
を
妥
す
、
修
縫
を
結
局
さ
uv
る
ご
き
は
修
繕
見
積
費
を
超
過
せ
、
ざ
る
範
囲
内
に
於
て
正
営
の
減
債
を
計
上
す
る
も
の
さ
す
。
般
舶
の
現
寅
又
は
推
定
会
損
ゐ
る
場
合
に
於
て
共
同
海
損
に
因
b
て
生
じ
た
る
般
舶
の
損
害
又
は
損
失
に
調
し
共
同
海
損
ご
し
て
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
額
は
舵
舶
の
安
全
見
積
債
格
よ
b
共
同
海
損
に
非
ざ
る
損
害
の
修
縫
見
積
喪
及
び
頁
却
手
取
金
を
控
除
し
た
る
も
の
ご
す
。
規
則
第
拾
九
俊
申
告
を
匁
さ
十
又
は
不
買
の
申
告
を
局
局
し
た
る
積
荷
船
舶
所
有
者
又
は
其
代
理
人
に
申
告
を
ゑ
さ
十
し
て
積
込
ま
れ
た
る
積
荷
若
〈
は
般
積
の
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
I
ぷ
」
規
則
九
七
商
業
主
経
済
九
八
砂
田
時
故
意
に
虚
偽
の
申
告
を
忽
し
た
る
積
荷
に
生
じ
た
る
損
害
又
は
損
失
は
共
同
海
損
さ
し
て
計
上
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
さ
す
、
但
分
擦
の
義
務
を
兎
る
〉
こ
之
を
得
予
。
般
績
に
砂
田
、
り
其
賃
債
よ
り
低
き
債
格
を
申
告
し
た
る
積
荷
に
生
じ
た
る
損
害
又
は
損
失
は
其
申
告
債
格
に
よ
b
分
携
せ
ら
る
ぺ
し
さ
雄
寅
債
を
以
て
分
捺
す
る
こ
さ
を
要
す
。
規
則
第
二
十
俊
避
難
港
其
他
に
航
行
す
る
費
用
般
舶
が
避
難
港
に
入
浴
し
又
は
積
込
港
に
蹄
浴
す
る
こ
さ
に
因
b
て
生
十
る
航
海
の
延
長
中
に
消
費
し
た
る
焚
料
及
び
貯
蔵
品
並
じ
必
要
ご
し
た
る
般
員
の
給
食
料
は
其
入
港
の
費
用
が
規
則
第
十
四
俊
(
A
)
の
規
定
に
依
b
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
さ
き
は
共
同
海
損
た
る
ぺ
き
も
の
さ
す
。
積
込
港
、
寄
航
港
、
又
は
、
避
難
港
に
於
け
る
徐
分
の
碇
泊
に
消
費
し
た
る
焚
料
及
び
貯
蔵
品
は
般
長
B
A
バJ
船
員
の
給
食
料
が
規
則
第
十
一
僚
の
規
定
に
依
り
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
〉
期
聞
を
限
b
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
す
但
共
同
海
損
に
計
上
せ
ら
れ
ざ
る
修
絡
を
施
行
す
る
に
際
し
消
費
せ
ら
、
れ
た
る
焚
料
及
び
貯
減
ロ
聞
は
此
限
り
じ
非
?
。
規
則
第
二
十
一
候
資
金
の
供
給
共
同
海
損
費
用
に
謝
し
て
は
二
分
の
手
数
料
を
共
同
海
損
に
計
上
す
、
但
資
金
が
分
携
義
務
あ
る
利
害
関
係
人
よ
b
供
給
せ
ら
れ
ま
る
場
合
に
於
て
冒
険
貸
借
其
他
の
手
段
に
よ
b
所
要
資
金
を
調
達
す
る
に
必
要
さ
し
た
る
費
用
若
し
く
は
同
一
の
目
的
の
怨
め
に
頁
却
せ
ら
れ
た
る
積
荷
の
所
有
者
が
被
b
た
る
損
失
は
共
同
海
讃
に
計
上
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
ぜ
す
。
共
同
海
損
費
用
支
梯
の
忽
め
前
渡
せ
ら
れ
た
る
会
員
を
保
険
に
附
す
る
費
用
に
什
亦
同
じ
。
規
則
第
二
十
二
俊
共
同
海
損
に
於
て
賠
償
せ
ら
る
〉
損
失
に
判
別
す
る
利
息
共
同
海
損
た
る
費
用
犠
牲
及
び
計
上
費
目
に
濁
し
て
は
航
海
の
終
了
地
た
る
最
後
到
達
港
に
於
け
る
法
定
利
率
又
若
し
一
定
の
法
定
利
率
・
な
き
さ
き
は
一
ヶ
年
五
分
の
利
率
に
依
b
共
同
海
損
精
算
書
の
日
附
ま
で
の
問
利
息
を
附
す
る
も
の
さ
す
、
但
分
携
義
務
者
に
於
て
若
く
は
共
同
海
損
供
託
金
中
よ
b
俄
梯
を
局
し
た
る
部
分
に
付
て
は
此
限
b
に
非
-Tc
規
則
第
二
十
三
傑
供
託
金
の
取
扱
共
同
海
損
、
救
助
粋
又
は
特
別
費
用
に
劃
す
る
積
荷
の
分
携
義
務
に
付
現
金
を
以
て
供
託
金
を
徴
放
し
た
る
さ
き
は
其
供
託
金
は
二
人
の
受
託
者
(
共
一
人
は
船
舶
所
有
者
の
忽
め
に
他
の
一
人
は
供
託
人
の
匁
め
に
指
名
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
芯
す
)
の
共
同
の
名
義
を
以
て
受
託
者
の
承
認
す
る
銀
行
に
於
け
る
利
息
附
の
特
別
口
座
に
預
入
る
〉
こ
さ
ぞ
要
す
、
供
託
金
及
び
英
利
息
は
積
荷
の
支
挑
ふ
べ
き
共
同
海
損
、
救
助
料
又
は
特
別
費
用
に
付
之
を
受
領
す
る
こ
一
九
二
四
年
「
よ
1
く
・
あ
ん
さ
わ
1
ぷ
」
規
則
九
九
商
業
主
経
済
一O
O
さ
を
得
ぺ
き
利
害
関
係
人
に
劃
す
る
支
梯
の
保
詮
及
び
信
託
さ
し
て
保
管
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
ご
す
、
受
託
者
は
伎
梯
を
結
局
し
又
は
供
託
金
の
返
還
ぞ
結
局
す
の
権
限
を
有
す
、
但
其
仮
沸
又
は
返
還
は
海
損
精
算
人
を
し
て
書
面
を
以
て
澄
明
せ
し
な
る
こ
芯
を
得
、
供
託
及
び
仮
抑
又
は
返
還
は
営
事
者
の
終
局
的
分
捻
義
務
に
影
響
な
き
も
の
さ
す
。
